
 

 

 

 

 

九州大学（伊都）総合研究棟（理学系）他施設整備事業 

入札説明書等に関する質問回答（第２回目） 
 

 

 

 

 

 

 

平成２５年 ４月１９日 

国 立 大 学 法 人  九 州 大 学 
 

 

 

 

＜ 総 括 ＞ 

書  類 質問件数 書  類 質問件数 

① 入 札 説 明 書   ３ ⑥ 基 本 協 定 書 (案 )   ０ 

② 様 式 集   ６ ⑦ 事 業 契 約 書 (案 )   ３ 

③ 要 求 水 準 書 本 文   ７ ⑧ Ｖ Ｅ 提 案 要 領   ０ 

④ 要求水準書別表･資料  １１ ⑨ 実 施 設 計 図 書 ３２７ 

⑤ 落 札 者 決 定 基 準   ０ ⑩ そ の 他  １４ 

  合          計 ３７１ 

 

１ 本質問回答は、平成２５年４月４日（木）から４月５日（金）に受け付けた九州大学（伊都）総合研

究棟（理学系）他施設整備事業の入札説明書等に関する質問を入札説明書等の項目順に整理し、その

回答を記載したものです。 
２ 質問の内容は、質問者の記載どおりとしています。ただし、質問項目及び記載位置については、大学

で整理していますので注意してください。 
３ 番号で欠番となっているのは、質問者が非公表を希望しているものです。当該質問には、回答をして

いません。 



 (１)

② 様式集に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 頁 
様
式

章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

4 ページ番号      

各様式の下部中央に記載されて
いる通しのページ番号は、提案
書提出時は記載する必要はない
との認識でよろしいでしょう
か。記載が必要な場合、たとえ
ば事業計画で１枚、枚数が増え
た場合に後ろのページを全て変
更するということにならないよ
う、業務提案書毎の番号にして
いただけませんでしょうか。 
例）事－１、施－１、維－１、・・・
なお、その場合には総括表の添
付等により、総ページ数をわか
るようにします。 

ページ番号は不要とします。 

6 
入札金額内訳書
について 

77 
78 
79 

42
43
44

    

ア 事前調査費用について具体
的にどのような調査費用を見込
むのでしょうか。 

入札参加者の提案を履行するう
えで、大学が提示する以外の地
質調査等の事前調査が必要場合
に、当該費用を記載してくださ
い。 

7 
入札金額内訳書
について 

77 
78 
79 

42
43
44

    
カ 電波障害調査・対策業務費用
について、調査のポイント数を
御指示下さい。 

調査は不要とします。 

8 
入札金額内訳書
について 

77 
78 
79 

42
43
44

    

カ 電波障害調査・対策業務費用
について、調査は建設前と期中
と建設後の調査が必要でしょう
か。 

調査は不要とします。 

9 
入札金額内訳書
について 

77 
78 
79 

42
43
44

    

カ 電波障害調査・対策業務費用
について、対策業務の想定が難
しい為、対策業務範囲及び対策
内容を御指示下さい。 

電波障害調査・対策業務費用は
不要とします。 

 

③ 要求水準書本文に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 頁 章 第 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

10 移転業務 1 Ⅰ 1 2 1 8

移転業務について、（特殊な研究
実験設備等を除く）と記載があ
りますが、【資料９】の移転備品
等リストには特殊な研究実験設
備等は含まれていないと考えま
すが宜しいでしょうか。もし、
含まれている場合は物品名を御
指示下さい。 

ご理解のとおりです。特殊な研
究実験設備等は含まれていませ
ん。 

11 
清掃業務につい
て 

12 Ⅰ 3 2 7 2

「※業務は、平日８：００～１
９：００までとし、土曜・日曜・
祝日及び１２月２９日～１月３
日を除く。」とありますが、大学
の長期休暇（春季・夏季・冬季）
期間中においても、平日は開校

ご理解のとおりです。学生の長
期休暇（春季・夏季・冬季）期
間中においても、通常と同様の
清掃作業を行う必要がありま
す。 



 (２)

番
号 

質問項目 頁 章 第 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

時と同様の清掃作業を行う必要
があるとの理解でよろしいでし
ょうか。 

12 
清掃対象範囲に
ついて 

19 Ⅰ 3 6 1 3

清掃作業の対象範囲について、
「不特定の者が入れ替わり利用
する部分」と記載がありますが、
下記の箇所は対象範囲となりま
すか。ご教授願います。 
各院生室、学生室、教員室、ゼ
ミ室、４年生室（Ｂ－７０９－
３）、打合せ室（Ａ－４１３）、
談話室（Ｄ－５１１、Ｃ－９０
８） 

ご指摘の箇所は、清掃業務の対
象範囲外とします。 

13 
清掃業務の作業
時間帯 

19 Ⅰ 3 6 1 3

現在の伊都キャンパスの、例え
ばウエスト２号館などの日常清
掃の作業日及び作業実施時間帯
を御教示願います。 

月曜日から金曜日の７：００～
１６：００、土曜日の７：００
～１２：００となっています。

14 定期清掃 20 Ⅰ 3 6 4  
定期清掃を土日祝日等の休日の
昼間に行うことは可能か、御教
示願います。 

可能とします。 

15 

要求水準書 
電力、給水（上水、
再生水）、排水（汚
水排水、生活系雑
排水・実験排水、
雨水）、都市ガス 

27 Ⅱ 2 1 2 
1
～
5

本事業において「電力引込負担
金」「給水負担金」「下水道放流
金」「ガス負担金」等の負担金は
発生しないと考えておりますが
宜しいでしょうか。また、発生
する場合は、本事業がＢＴＯ方
式であり、施設完成後所有権は、
貴大学が所有されますので、事
業の特性上、上記負担金は、貴
大学のご負担という理解で宜し
いでしょうか。 

ご理解のとおりです。ご質問の
負担金は発生しません。 

16 
消火器の設置に
ついて 

37 Ⅱ 2 3 9 3 ⑧ ｲ

「廊下等共用部分には、埋込型
消火器ボックスを設置し、その
他の場所には置型の消火器ボッ
クスを設置する。」とあります
が、消火器本体の設置（購入）
については大学側で行っていた
だけとの理解でよろしいでしょ
うか。 

消火器本体の設置（購入）につ
いては、備品等調達業務となり
ます。仕様等については、平成
２５年４月１５日に、競争参加
資格を認められた者に配布しま
した【資料１０】調達備品等リ
ストによるものとします。 

 

④ 要求水準書別表・資料に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 
別表 
資料 

○○ 
枚目 

上中 
下段 

- - - - - 質 問 回 答 

17 消火器 9     

消火器の更新もしくは入れ替え
の時期を確認したいため、移転
備品リストに含まれている各消
火器の製造年月を御教示願いま
す。 

移転備品等リストに含まれてい
る消火器は、任意で設置された
消火器のため、維持管理業務の
対象範囲外とし、更新もしくは
入替えは不要です。移転業務の
み対象範囲とします。 

18 
移転備品等リス
ト 

9 40     
移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報に棟・

移転業務の対象範囲とします。
詳細については、平成２５年４



 (３)

番
号 

質問項目 
別表 
資料 

○○ 
枚目 

上中 
下段 

- - - - - 質 問 回 答 

階・部屋番号・部屋名が空白に
なっている部分については移転
に含まないと考えますが宜しい
でしょうか。 

月１５日に、競争参加資格を認
められた者に配布した資料を参
照してください。 

19 
移転備品等リス
ト 

9 99     

移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報が理学
部圃場になっている部分は理学
部圃場が伊都キャンパス内にあ
ると考えて移転に含むのでしょ
うか。 

搬入先情報が理学部圃場になっ
ている部分は、移転業務の対象
範囲外とし、移転備品等リスト
から除外します。 

20 
移転備品等リス
ト 

9 126     

移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報に棟
「Ｃ・Ｄ」階「５・６・７」と
記載がありますが、部屋番号が
未定なっている部分は移転に含
むのでしょうか。 

移転業務の対象範囲とします。
詳細については、平成２５年４
月１５日に、競争参加資格を認
められた者に配布したを資料を
参照してください。 

21 
移転備品等リス
ト 

9 184     

移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報に棟・
階・部屋番号が空白で部屋名に
未定と記載がある部分について
は移転に含まないと考えますが
宜しいでしょうか。 

移転業務の対象範囲とします。
詳細については、平成２５年４
月１５日に、競争参加資格を認
められた者に配布したを資料を
参照してください。 

22 
移転備品等リス
ト 

9 185     

移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報に棟・
階・部屋番号が空白で部屋名に
廃棄と記載がある部分について
は別途工事と考えますが宜しい
でしょうか。 

搬入先情報に棟・階・部屋番号
が空白で部屋名に廃棄と記載が
ある部分は、移転業務の対象外
とし、移転備品等リストから除
外します。 

23 
移転備品等リス
ト 

9 
198 
200 

    

移転備品等リストについて、伊
都キャンパス搬入先情報に棟
「博物館収蔵」部屋番号「未定
（博物館）」及び部屋名「博物館
収蔵」と記載がある部分につい
ては別途工事と考えますが宜し
いでしょうか。移転に含む場合
は搬入先が不明です。御指示下
さい。 

搬入先情報に棟「博物館収蔵」
部屋番号「未定（博物館）」及び
部屋名「博物館収蔵」と記載が
ある部分は、移転業務の対象外
とし、移転備品等リストから除
外します。 

24 
移転備品等リス
ト 

9     

移転備品等リストについて、搬
出元で解体して納入先で組立が
必要な備品はあるのでしょう
か。もし、ある場合は物品名を
御指示下さい。 

搬出元で解体して納入先で組立
が必要な備品も含まれていま
す。移転備品等リストの移転物
品ランク欄「Ｅ」が、これに該
当します。作業内容は、別途移
転物品ランク表に記載していま
す。 

25 
移転備品等リス
ト 

9     

移転備品等リスト内のエアコン
について、本工事において設備
の新設が計画されている部屋に
対しても、要求水準書通り移設
品を据付るものと考えて宜しい
でしょうか。 

エアコンは、移転業務の対象外
とし、移転備品等リストから除
外します。 

26 
移転備品等リス
ト 

9     
移転備品等リストについて確認
ですが、平成２５年２月１３日
公開の入札説明書等に関する質

ご理解のとおりです。 



 (４)

番
号 

質問項目 
別表 
資料 

○○ 
枚目 

上中 
下段 

- - - - - 質 問 回 答 

問回答（第１回目）の番号９３
の回答より、全てのスチール棚
や本棚・物品棚・机等には何も
なく空の状態と考えますが宜し
いでしょうか。 

27 
移転備品等リス
ト 

9     

番号２６の質問について、平成
２５年２月１３日公開の入札説
明書等に関する質問回答（第１
回目）の番号９３の回答での大
学が実施する段ボール箱に封
入・開封とは移転備品等リスト
に記載のある書籍や段ボールの
事と考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。 

 

⑦ 事業契約書(案)に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 頁 章 節 条 項 号
別
紙

- 質 問 回 答 

29 
サービス購入費
の支払方法 

67     16

前払に準じた方式部分の支払に
ついて、保証事業会社等による
前払保証を付す必要はないとの
理解でよろしいでしょうか。 

施設整備費相当（前払・部分払
及び完成払に準じた方式部分）
について、平成２５年度の１７.
２％×９０％×４０％の前払分
（着手時分）、平成２６年度の６
８.４％×９０％×４０％の部
分払分（平成２６年４月分）、平
成２７年度の１４.４％×９
０％×４０％の部分払分（平成
２７年４月分）について、それ
ぞれ当該年度内において前払保
証を付す必要があります。 

30 
サービス購入費
の改定方法 

69     16

「施設費相当が不適当となった
と認めたとき」とは具体的にど
のような場合・条件を指すもの
か、御教示願います。 

不適当とは、①日本国内におけ
る賃金水準又は物価水準の変動
により施設費相当が不適当とな
ったと認めたとき、②特別な要
因により本施設の完成・引渡し
の日までに主要な工事材料の日
本国内における価格に著しい変
動を生じ、施設費相当が不適当
となったとき、③予期すること
のできない特別の事情により、
本施設の完成・引渡しの日まで
に日本国内において急激なイン
フレーション又はデフレーショ
ンを生じ、施設費相当が著しく
不適当となったときを想定して
います。 

 

⑨ 実施設計図書に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 



 (５)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

31 
外部仕様
他につい
て 

   

各種シーリングは下記の通りと
してよろしいでしょうか 
＊金物回り：変成シリコン系 
１５×１０ 

＊誘発目地：ポリウレタン系 
２０×２０ 

＊ＰＣ目地：ポリウレタン系 
２５×２０ 

よろしい。 

32 
外部仕様
他につい
て 

   

庇、柱、梁型のアルミカットパ
ネル目地シーリングは１.５Ｍ
／１㎡程度としてよろしいでし
ょうか。 

よろしい。 

33 
外部仕様
他につい
て 

   

Ｅ棟梁型の仕上が下記の様に異
なります。アルミパネルを正と
してよろしいでしょうか。 
＊矩計図－６：ケイカル板Ｔ８
＋ＮＥＤ＋フッ素樹脂塗装 
＊部分詳細図－１７：アルミパ
ネルＴ２．０フッ素樹脂塗装 

３ＦＬの位置で仕上げが切り替
わります。（上部はケイカル板、
下部はアルミパネルです。） 

34 盤結線図    

外灯設備に外灯盤１，外灯盤２
の配置がありますが、盤結線図
がありません。盤結線図資料の
ご提示方お願いします。 

盤結線図について、平成２５年
４月１０日に、大学のＨＰにお
いて公表しました。 

35 
建築（内部
仕上） 

L001 
特005 

図面リス
ト 
特記仕様
書－５ 

 

建設工事の備品について、１２
月１９日公表の「実施方針に関
する個別対話記録」の№３４の
対応策で「建設工事による備品
は、設計図書で提示し、…」と
記載がありますが、３月１５日
受領の実施設計図書のどの備品
の事でしょうか。 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料１０】調達備品
等リストに含めています。 

36 
構造につ
いて 

特002 
S101 

特記仕様
書－２ 
杭状図 

 

特記仕様書－２ ４章地業工事
に試験杭の本数は図示によると
ありますが、杭伏図等で不明で
すので無しとしてよろしいでし
ょうか。 

Ｐ１（Ｘ２２／Ｙ７）、Ｐ１１（最
初の一本）の２本とします。 

37 
構造につ
いて 

特002 
S11 

特記仕様
書－２ 
構造鉄骨
基準図 

 

特記仕様書－２ ４章地業工事
再生クラシャランと切込砂利及
び砕石両方に○印があります
が、構造特記仕様書１で再生ク
ラッランに※印指示があります
ので、再生クラッシャランとし
てよろしいでしょうか。 

よろしい。 

38 
建具につ
いて 

特003 
D620 
D621 

特記仕様
書－３ 
建具表８ 
建具表９ 

 

アルミ建具の仕上が、建具表は
アルマイトマット、特記仕様書
は外部Ｂ－２ ステンカラー・内
部Ｃ－２ ステンカラーと異な
ります。アルマイトマットを正
としてよろしいでしょうか。 

アルマイトマット仕上げ（カラ
ー）を正とします。 

39 
建築（外部
仕上） 

特003 
特記仕様
書－３ 

１５．５．
５ 
材料 
複層仕上

複層塗材Ｅについて、特記仕様
書でエスケー化研（株）ルナエ
クセレント同等品と記載があり
ますが、この製品は防水形複層

よろしい。 



 (６)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

塗材 塗材Ｅになります。複層塗材Ｅ
を正と考え、エスケー化研（株）
レナラック同等品と考えて宜し
いでしょうか。 

40 
建築（内部
仕上） 

特003 
特記仕様
書－３ 

１５．５．
５ 
材料 
薄付け仕
上塗材 

内装薄塗材Ｅについて、特記仕
様書で上塗材種類として水系ア
クリルエナメルつやありと記載
がありますが、メーカーに確認
したところ通常内装薄塗材Ｅ
（砂状じゅらく）にアクリルエ
ナメル等の上塗は行わないよう
です。特記仕様書の通りに内装
薄塗材Ｅのうえに上塗の水系ア
クリルエナメルとして金額を見
込んで宜しいでしょうか。 

内装薄塗材Ｅ（ゆず肌状）とし、
上塗り水系アクリルエナメルと
します。 

41 
建築（建
具） 

特003 
D617 
D620.621 

特記仕様
書－３ 
建具表 

アルミ製
建具 
ＡＷ 

アルミ製建具において、ＡＷの
表面処理が建具表ではアルマイ
トマット、特記仕様書では外
部：Ｂ－２種 内部：Ｃ－２種と
相違します。建具表のアルマイ
トマットを正と考えて宜しいで
しょうか。 

アルマイトマット仕上げ（カラ
ー）を正とします。 

42 
建築（建
具） 

特003 
D771～776 
D780.781 

サッシ詳
細図－１
～６．１
０．１１ 

 

アルミ製建具において、耐風圧
性能が特記仕様書－３とアルミ
サッシ詳細図で相違します。ア
ルミサッシ詳細図を正と考えて
宜しいでしょうか。 
□特記仕様書－３ 
耐風圧性：Ｓ－４ 
□アルミサッシ詳細図 
アルミサッシ詳細図－１～
６・・・ 
設計風圧力：正圧＋２７５７.８
（Ｐａ）、負圧（中央部）－２１
３９.３（Ｐａ）、負圧（隅角部）
－２６５５.４（Ｐａ） 
アルミサッシ詳細図－１０・１
１・・・ 
設計風圧力：Ｐ＝＋２５７４Ｐ
ａ（＋２６３ｋｇｆ／㎡）（正圧
一般部）＝－１６７７Ｐａ（－
１７１ｋｇｆ／㎡）（負圧一般
部）＝－２０５２Ｐａ（－２０
９ｋｇｆ／㎡）（負圧隅角部） 

よろしい。 

43 
建築（建
具） 

特004 
D622 

特記仕様
書－４ 
建具表－
１０ 

ＡＣＷ 

アルミ製カーテンウォールにお
いて、表面処理が建具表－１０
ではアルマイトマット、特記仕
様書－４ではＢ－２種と相違し
ます。建具表のアルマイトマッ
トを正と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

44 
建築（建
具） 

特004 
特記仕様
書－４ 

メタルカ
ーテンウ
ォール 

特記仕様書－４ １７章カーテ
ンウォール工事 メタルカーテ
ンウォールにおいて、耐火性能

ＳＣＷ－１とします。 



 (７)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

が適用するとありますが、施工
箇所が不明です。摘用建具を御
指示下さい。 

45 
内部仕様
他につい
て 

特005 
D705 

特記仕様
書－５ 
部分詳細
図５ 

 

消火器ボックス（壁埋込型）の
参考品番が、特記仕様書と部分
詳細図－５で下記の様に異なり
ます。部分詳細図を正としてよ
ろしでしょうか。 
特記仕様書：ユニオン ＵＦＢ－
１Ｆ－１２４ＮＤ 
＊部分詳細図－５：ユニオン Ｕ
ＦＢ－１Ａ－１２１ 

よろしい。 

46 
建築（内部
仕上） 

特005 
特記仕様
書－５ 

２０章 
（２０．
２．８） 

番号３５の質問について、建設
工事の備品は本工事に含むので
しょうか。 
※特記仕様書－５では黒板及び
ホワイトボードは別途工事と記
載があります。 

実施設計図書に記載している備
品は、本工事とします。なお、
黒板及びホワイトボードは、備
品調達業務とし、調達備品等リ
ストを参照してください。 

47 
建築（内部
仕上） 

特005 
D705 

特記仕様
書－５ 
部分詳細
図－５ 

その他材
料 
Ｄ５－１
４ 

埋込型消火器ボックスのメーカ
ー・品番が下記の様に相違して
います。部分詳細図を正と考え
て宜しいでしょうか。 
□特記仕様書・・・ユニオン：
ＵＦＢ－１Ｆ－１２４ＮＤ 
□部分詳細図・・・ユニオン：
ＵＦＢ－１Ａ－１２１ 

よろしい。 

48 
建築（建
具） 

特005 
D701 

特記仕様
書－５ 
部分詳細
図－１ 

スライデ
ィングウ
ォール 

スライディングウォールにおい
て、特記仕様書－５では遮音性
能が一般タイプと遮音タイプの
２種類ありますが、部分詳細図
－１では遮音タイプのみの記載
です。全て遮音タイプと考えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

49 
建築（建
具） 

特005 
D618 

特記仕様
書－５ 
建具表－
６ 

ＰＴ 

パーテョションにおいて、仕上
が建具表ではアクリル樹脂エナ
メル焼付塗装、特記仕様書－５
ではメラミン樹脂焼付塗装と相
違します。建具表のアクリル樹
脂エナメル焼付塗装を正と考え
て宜しいでしょうか。 

よろしい。 

50 
建築（外
構・その
他） 

特005 
D102 

特記仕様
書－５ 
１階平面
図 

その他材
料 
Ｂ棟北側 

番号１０４の質疑が本工事の場
合、仕様は特記の「防火用水」
によると考えて宜しいでしょう
か。また、詳細図も不明です。
併せて御指示下さい。 

よろしい。仕様については、特
００５の記載に合致するものと
します。 

51 
建築（外
構・その
他） 

特005 
特記仕様
書－５ 

２３章 植
栽 
芝張の工
法 

特記仕様書に芝張の工法が目地
張りと記載がありますが、植栽
工事と考え別途工事と考えて宜
しいでしょうか。本工事の場合
は芝張の仕様及び施工範囲が不
明です。御指示下さい。 

施工範囲は、仮００１図、注記）
新たに法面となった範囲とし、
仕様については日研化成ＮＫワ
ラ芝程度とします。 

52 
建築（外
構・その

特005 
特記仕様
書－５ 

２３章 植
栽 

特記仕様書に埋込用土を適用す
ると記載がありますが、人工軽

植栽工事は別途工事とし、埋込
用土についても別途工事としま



 (８)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

他） 材料 量土と改良土の２種類あり施工
範囲が不明です。人工軽量土の
厚さも併せて御指示下さい。 

す。 

53 
建築（外
構・その
他） 

D002 
全体配置
図 

 

建設発生土置き場までの運搬車
道路の整備と発生土置き場の整
備（期中の敷均しは除く）は別
途工事と考えて宜しいでしょう
か。 

指定残土置き場への本工事で発
生した残土搬入に伴う仮設道路
の整備と敷き均し締め固めは本
工事とします。残土置き場まで
の大学にて整備している幹線道
路の管理については選定事業者
において破損等のないよう適切
に管理してください。 

54 
建築（外
構・その
他） 

D004 
仮002 

配置図 
仮設計画
図２ 

Ｅ棟下部 

敷地内東側に既存の共同溝が南
北方向に敷設されていますが、
施工計画上工事車両の横断及び
クレーンの走行路と重なりま
す。既存の共同溝に補強が必要
でしょうか。積載可能重量も併
せて御指示下さい。 

一般的な公道の輪荷重Ｔ-２５
としています。工事車両が上記
を超える場合は、適宜必要な対
策を行ってください。 

55 
外部仕様
他につい
て 

D005 
D1001 ～
D1009 

共 通 事
項・外部仕
上表他 

 

外部仕上表で雨水縦樋がφ１２
５となっていますが、雨水排水
計画図では呼び樋を含めφ１０
０．１５０．２００及びφ３０
０となっています。雨水排水計
画図を正としてよろしいでしょ
うか。 

よろしい。 

56 
建具につ
いて 

D005 
D622 
D777 
D778 

共 通 事
項・外部仕
上表 
建具表１
０ 
サッシ詳
細図７ 
サッシ詳
細図８ 

 

ＡＣＷ－１．２の仕上が、建具
表はアルマイトマット、外部仕
上表・サッシ詳細図－７．８は
フッ素樹脂焼付塗装、特記仕様
書はＢ－２ ステンカラーと異
なります。フッ素樹脂焼付塗装
を正としてよろしいでしょう
か。 

よろしい。 

57 
建築（外部
仕上） 

D005 
外部仕上
表 

屋上・屋根
太陽光発電パネル架台 落下防
止手摺の記載がありますが、詳
細が不明です。御指示下さい。

太陽光発電パネル架台は設備工
事図（Ｅ－５０１）によります
が、手摺りは設置しません。 

58 
建築（外部
仕上） 

D005 
D501 

共通事項 
１階天井
伏図 

共通事項 

１階天井伏図（ピロティ，ドラ
イエリア他）において、凡例ｆ：
外部用岩綿吸音板の記載があり
ますが、仕上共通事項に「沿岸
地域では海水で表面劣化するた
め、外部用岩綿吸音板は使用し
ない」とあります。凡例ｆの仕
上を２階 ピロティ同様にＦＫ
ｔ６．０ ＮＡＤに読み替えて宜
しいでしょうか。もし外部用岩
綿吸音板を使用する場合、厚み
や捨て貼りを御指示下さい。 

よろしい。 

59 
建築（外部
仕上） 

D005 
D705 

外部仕上
表 
部分詳細
図－５＜

屋上 

タラップの仕様が下記の様に相
違しています。部分詳細図－５
を正と考えて宜しいでしょう
か。また、メンテナンス通路部

ご質問の前段について、よろし
い。 
ご質問の後段について、よろし
い。 



 (９)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

１２＞ タラップの仕上も同様に考えて
宜しいでしょうか 
□外部仕上表・・・屋上タラッ
プ：鋼製（背かご付）溶融亜鉛
メッキ仕上げ 
□部分詳細図－５＜１２＞・・・
ＳＵＳ №２Ｂ 

60 
建築（外部
仕上） 

D005 
外部仕上
表 

屋上目隠
しスクリ
ーン 

屋上目隠しスクリーンのフッ素
樹脂塗装（メタリック）は現場
塗装と考えて宜しいでしょう
か。 

工場塗装とします。 

61 
建築（外部
仕上） 

D005 
D707 

共通事項 
外部仕上
表 
部分詳細
図－７ 

屋上 
屋根立上
り 
Ｄ７－１ 

押えコンクリート伸縮目地にお
いて、割付ピッチが下記の様に
相違しています。仕上共通事項、
部分詳細図－７を正と考えて宜
しいでしょうか。 
□仕上共通事項・・・＠３００
０ 
□外部仕上表・・・＠３６００
□部分詳細図－７・・・＠３０
００ 

よろしい。 

62 
建築（外部
仕上） 

D005 
共通事項・ 
外部仕上
表 

仕上共通
事項軒天 
外部仕上
表 
建具 

本工事の塩害対策について、本
工事は外部仕上表の建具（アル
ミ製建具及び鋼製建具）より塩
害仕様と記載があるので沿岸地
域（海岸より１㎞以内）に該当
すると考えますが宜しいでしょ
うか。 

よろしい。 

63 
建築（内部
仕上） 

D005 共通事項 
内部仕上
リスト 

内部リストに記載の下記項目が
図面で確認出来ません。該当無
しと考えて宜しいでしょうか。
＜床＞ 
□ＦＴ－２ 床タイル－２ 
□ＮＡ 塗床Ａ（アクリル系）
□Ｅ エポキシ樹脂塗膜防水 
□Ａ アクリルゴム系塗膜防水
＜壁＞ 
□ＣＬＨ—１ クロス１ 
□ＷＴ－１ 内装用タイル 
□ＫＦ－１ 不燃化粧フィルム
貼１ 
□ＭＢ－１ メラミン不燃化粧
板ｔ３ 
□ＳＦ フッ素系撥水剤 

よろしい。 

64 
建築（内部
仕上） 

D005 
クレーン
詳細図 

 

クレーン詳細図がありますが、
工事区分が不明です。クレーン
を含め図中の建築工事と記載の
あるもの以外は別途工事と考え
て宜しいでしょうか。 

よろしい。ただし、クレーンに
ついては、設備工事図（Ｍ－４
５９，４６０）よるものとし、
本工事範囲とします。また、備
品類については、備品等調達業
務となるため、調達備品等リス
トを確認してください。 

65 
内部仕様
他につい
て 

D006 
D714 

内部仕上
表１ 
部分詳細

 
仕上表において、情報学習プラ
ザの備考欄にスクリーンボック
スの記載が有りますが、部分詳

４～１０Ｆまでの各２箇所（Ｗ
３２００）計１４箇所とします。



 (１０)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

図１４ 細図－１４ではスクリーンボッ
クスの記載が見受けられませ
ん。スクリーンボックスは不要
としてよろしいでしょうか。 

66 
建築（内部
仕上） 

D006 
D007～027 

内部仕上
表－１ 
内部仕上
表－２～
２１ 

中央付近 
 
ハッチン
グ部分 

内部仕上表について、図番Ｄ－
００６の仕上表の中央（部屋
名：ＥＶピットと用務員室の間）
の部屋名に標準図Ａ～Ｅと標準
図Ⅰ～Ⅷと化学共通Ａ・Ｂと記
載がありますが、別図で標準図
が提示されるのでしょうか。 

各階内部仕上げ表のうち標準化
できるものをまとめており、「標
準仕様対応」欄においてふり分
けるために整理している行であ
り別図はありません。 

67 
建築（内部
仕上） 

D006 
内部仕上
表－１ 

床 

リフレッシュスペースの床仕上
が窓側：ＴＣ－１と廊下側：Ｖ
Ｓ－１の２種類ありますが、窓
側と廊下側の明確な使い分けが
不明です。御指示下さい。 

パーティションを境にリフレッ
シュスペース内はＴＣ－１、廊
下部はＶＳ－１とします。 

68 
建築（内部
仕上） 

D006 
D321 

内部仕上
表－１詳
細図－２
１ 

巾木・壁 

風除室Ａ１及びＡ２の巾木・壁
仕上が下記の様に相違します。
仕上表を正と考えて宜しいでし
ょうか。 
□仕上表・・・巾木：ＳＵＳ巾
木 ｈ６０、壁：ＡＬ 
□詳細図－２１・・・巾木：Ｓ
ＵＳ巾木 ｈ１５０、ビニール巾
木 ｈ６０、壁：ＡＬ、内装薄塗
材Ｅ 

よろしい。 

69 
建築（内部
仕上） 

D006 
D309 
D310 

内部仕上
表－１ 
詳細図－
９ 
詳細図－
１０ 

段裏 

Ｂ２．３及びＤ２階段において、
天井仕上が下記の様に相違しま
す。内部仕上表を正と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
□内部仕上表・・・ＧＢ－Ｄ ｔ
９．５ 
□詳細図－９・・・岩綿吸音板 ｔ
９．５＋ＰＢｔ１２．５ 

詳細図－９を正とします。 

70 
建築（内部
仕上） 

D006 
内部仕上
表－１ 

壁 

内部仕上表のリフレッシュスペ
ース壁欄において、ホワイトボ
ードフィルムの記載があります
がメーカー品番がございました
ら御指示下さい。 

３Ｍ／ホワイトボードフィルム
／ＰＷＦ－５００程度としま
す。 

71 
建築（内部
仕上） 

D006 
D309 

内部仕上
表１ 
詳細図９ 

階段Ｂ２ 

階段Ｂ２の踏板及び蹴込仕上に
おいて、下記の図面で相違して
います。内部仕上表を正と考え
て宜しいでしょうか。 
□内部仕上表－１・・・集成材 Ｕ
Ｃ塗装 
□詳細図－９・・・踏板：ＰＬ
＋モルタル＋ＶＳ－１、蹴込：
ＰＬ＋ＶＳ－３ 

詳細図－９を正とします。 

72 
建築（内部
仕上） 

D006 
D119 

内部仕上
表 
矩計図 

天井仕上 

Ｂ５１０－２・３ ゼミ室につき
まして、仕上表で標準図Ｅ仕様
となっています。天井につきま
して矩計図では化粧石膏ボード
Ｔ－９．５とありますが、内部

よろしい。 



 (１１)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

仕上表を正としロックウール吸
音板ｔ－９．０＋石膏ボードｔ
－１２．５捨張と考えてよろし
いでしょうか 

73 
建築（内部
仕上） 

D006 
D721 
D318 

内部仕上
表 
部分詳細
図 

Ｄ２１－
２ 

ミニキッチンにつきまして、部
分詳細図－２１にはＩＨコンロ
及び吊戸棚・水切棚の記載があ
りますが、リフレッシュスペー
スの展開図では冷蔵庫有りのよ
うに思われます。ミニキッチン
は全てＩＨコンロ、吊戸棚、水
切棚、冷蔵庫付と考えてよろし
いでしょうか。 

よろしい。ただし、冷蔵庫は無
いものとします。 

74 
建築（内部
仕上） 

D006 
D501 
D703 

内部仕上
表－１ 
１階天井
伏図 
部分詳細
図－３ 

Ｄ３－９ 

１Ｆ岩石処理室Ａ－１０５－２
ｃの天井仕上が下記の様に相違
します。部分詳細図－３を正と
考えて宜しいでしょうか。 
□内部仕上表－３・１階天井伏
図・・・ＧＢ－Ｄ ｔ９．５＋グ
ラスウール ｔ５０ 
□部分詳細図－３・・・ＧＢ ｔ
１２．５＋１２．５＋グラスウ
ール ｔ２５ 

よろしい。 

75 
建築（内部
仕上） 

D006～027 
D719 

内部仕上
表－１～
２２ 
部分詳細
図－１９ 

備考 
Ｄ１９－
０７ 
Ｄ１９－
０８ 

薄型テレビモニター吊金物の箇
所数が下記の様に相違していま
す。【資料１０】調達備品等リス
トを正と考えて宜しいでしょう
か。 
□内部仕上表・・・１６か所 
□部分詳細図・・・１６か所 
□【資料１０】調達備品等リス
ト・・・１２か所 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料１０】調達備品
等リストを正とします。 

76 
建築（内部
仕上） 

D006～027 
D719 

内部仕上
表－１～
２２ 
部分詳細
図－１９ 

備考 
Ｄ１９－
０７ 
Ｄ１９－
０８ 

プロジェクター吊金物の箇所数
が下記の様に相違しています。
【資料１０】調達備品等リスト
を正と考えて宜しいでしょう
か。 
□内部仕上表・・・２９か所 
□部分詳細図・・・３１か所 
□【資料１０】調達備品等リス
ト・・・６か所 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料１０】調達備品
等リストを正とします。 

77 
内部仕様
他につい
て 

D007他 
D719 

内部仕上
表２ 
部分詳細
図１９ 

 

部分詳細図－１９において、Ｄ
１９－８：プロジェクター吊り
金物の設置数量が、仕上表－備
考欄と部分詳細図－１９で下記
の様に異なります。部分詳細図
を正としてよろしいでしょう
か。 
＊仕上表：２９か所 
＊部分詳細図－１９：３１か所

２９箇所とします。 

78 
内部仕様
他につい
て 

D008 
内部仕上
表３ 

 

仕上表において、Ｄ－３０８：
水生動物室の備考欄に吊り棚用
補強の記載が有りますが、図中
に図示がありません。吊り棚用

必要とします。Ｄ３０８とＤ３
０９間の間仕切りに壁補強を設
置します。（Ｗ５５００×Ｈ８０
０（ｈ１８００）） 



 (１２)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

補強は不要としてよろしでしょ
うか。 

79 
内部仕様
他につい
て 

D008 
D503 

内部仕上
表３ 
３階天井
伏図 

 

Ｂ－３１０：試料評価室のチェ
ーンブロック用レールの詳細が
不明です。仕様及び詳細をご指
示下さい。 

Ｈ３００×３００×１０×１５
０（２ｔ用）とします。 

80 
建築（内部
仕上） 

D008 
内部仕上
表－３ 

備考欄 

３Ｆ水生動物室において、仕上
表備考欄に吊り棚用補強の記載
がありますが仕様・詳細が不明
です。御指示下さい。 

Ｄ３０８とＤ３０９間の間仕切
りに壁補強を設置します。（Ｗ５
５００×Ｈ８００（ｈ１８０
０）） 

81 
建築（内部
仕上） 

D008 
D401 
D403 

内部仕上
表－３ 
実験室詳
細図－１．
３ 

床 

３Ｆ共通測定室の床仕上が下記
の様に相違します。内部仕上表
及び実験室詳細図－３を正と考
えて宜しいでしょうか。 
□内部仕上表・実験室詳細図－
３・・・ＮＥ（耐薬品高強度エ
ポキシ樹脂系塗床） 
□実験室詳細図－１・・・ビニ
ール床シート 

よろしい。 

82 
内部仕様
他につい
て 

D009 
D012 

内部仕上
表４ 
内部仕上
表７ 

 

仕上表において、下記部屋の備
考欄にミニキッチンの記載が有
りますが、図中に図示が見受け
られません。全て必要としてい
ます。 
【ミニキッチン（Ｗ１２００）】
＊Ａ－４０４：（化学）第３学生
実験室、Ａ－４１４：財務企画
係、Ｂ－４１２：事務長補佐室・
庶務係、Ｄ－５１８：控室、Ｄ
－５２２：秘書室 
【ミニキッチン（Ｗ１５００）】
＊Ｄ－５１１：談話室 

仕上げ表を正とし、すべて必要
とします。 

83 
内部仕様
他につい
て 

D009 
D714 

内部仕上
表４ 
部分詳細
図１４ 

 

Ｂ－２０９：講義室のスクリー
ンボックスの数量が、部分詳細
図－１４と仕上表で下記の様に
異なります。部分詳細図を正と
してよろしいでしょうか。 
＊部分詳細図－１４：Ｗ２２０
０－１か所 
＊仕上表：Ｗ２２００－２か所

よろしい。 

84 
建築（内部
仕上） 

D009 
D211 

内部仕上
表 
平面詳細
図 

室番号Ａ
－４０４
備考欄 

内部仕上表 Ａ－４０４ （化学）
第３学生実験室にミニキッチン
Ｗ１２００の記載がありますが
平面詳細図には見当たりませ
ん。取付場所をご指示ください。

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４６）によるものとします。 

85 
建築（内部
仕上） 

D009 
D211 

内部仕上
表 
平面詳細
図 

室番号Ａ
－４１４
備考欄 

内部仕上表 Ａ－４１４ 財務企
画係等室にミニキッチンＷ１２
００の記載がありますが平面詳
細図には見当たりません。取付
場所をご指示ください。 

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４６）によるものとします。 

86 
建築（内部
仕上） 

D009 
D211 

内部仕上
表 
平面詳細

室番号Ａ
－４１２
備考欄 

内部仕上表 Ｂ－４１２ 事務長
補佐等室にミニキッチンＷ１２
００の記載がありますが平面詳

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４６）によるものとします。 



 (１３)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

図 細図には見当たりません。取付
場所をご指示ください。 

87 
建築（内部
仕上） 

D012 
D218 

内部仕上
表 
平面詳細
図 

室番号Ａ
－５１１
備考欄 

内部仕上表 Ｄ－５１１ 談話室
にミニキッチンＷ１２００の記
載がありますが平面詳細図には
見当たりません。取付場所をご
指示ください。 

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４７）によるものとします。 

88 
建築（内部
仕上） 

D012 
D218 

内部仕上
表 
平面詳細
図 

室番号Ａ
－５１８
備考欄 

内部仕上表 Ｄ－５１８ 控え室
にミニキッチンＷ１２００の記
載がありますが平面詳細図には
見当たりません。取付場所をご
指示ください。 

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４７）によるものとします。 

89 
建築（内部
仕上） 

D012 
D218 

内部仕上
表 
平面詳細
図 

室番号Ａ
－５２２
備考欄 

内部仕上表 Ｄ－５２２ 秘書室
にミニキッチンＷ１２００の記
載がありますが平面詳細図には
見当たりません。取付場所をご
指示ください。 

取付場所は設備工事図（Ｍ－３
４７）によるものとします。 

90 
内部仕様
他につい
て 

D016 
D025 
D019 
D009 
D020 

内部仕上
表１１ 
他 

 

下記部屋のスクリーンボックス
の有無が、部分詳細図－１４は
記載有り、仕上表では記載無し
と異なります。部分詳細図を正
とし全て必要としています。 
＊Ａ－７１５：共通（粒子宇宙
論）セミナー室－Ｗ２８００（Ｄ
０１６） 
＊Ａ－１０１５－２：量子生物
化学学生院生室－Ｗ１８００
（Ｄ０２５） 
＊Ｂ－８０８：素粒子実験ゼミ
室－Ｗ２８００（Ｄ０１９） 
＊Ｄ－４１２ａ：プロジェクト
スペース－Ｗ３２００（Ｄ００
９） 
＊Ｄ－４１３：プロジェクトス
ペース－Ｗ３２００（Ｄ００９）
＊Ｄ－９１３－２：生物セミナ
ー室－Ｗ１８００（Ｄ０２３）
＊Ｄ－８０１－２：生物セミナ
ー室２－Ｗ１８００（Ｄ０２０）
＊Ｄ－８０５－２：代謝生理学
教授室－Ｗ１８００（Ｄ０２０）

よろしい。 

91 
内部仕様
他につい
て 

D022 
内部仕上
表１７ 

 

仕上表において、Ａ－９１２：
有機反応化学実験室の備考欄に
溜め桝：６００×６００×３０
０の記載が有りますが、図中に
図示がありません。溜め桝は不
要としてよろしいでしょうか。

少量危険物施設としての届け出
を必要とする室のため、溜め桝
は必要です。なお、位置につい
ては監督職員の指示によりま
す。 

92 
内部仕様
他につい
て 

D022 
内部仕上
表１７ 

 

仕上表において、Ａ－９１２：
有機反応化学実験室の備考欄に
少量危険物施設と記載が有りま
すが詳細が不明です。図示以外
で見積に見込むものがあればご
指示ください。 

図示以外は特にありません。 



 (１４)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

93 
建築（内部
仕上） 

D022 
D231 

内部仕上
表－１７ 
平面詳細
図－３１ 

備考欄 

９Ｆ有機反応化学実験室におい
て、仕上表備考欄に溜め桝の記
載がありますが詳細が不明で
す。御指示下さい。 

６００×６００×Ｈ３００、ス
テンレスグレーチング蓋とし、
周囲に小梁ＳＢ－３０を設置す
ることとします。なお、位置に
ついては監督職員の指示により
ます。 

94 
建築（内部
仕上） 

D022 
内部仕上
表－１７ 

備考欄 

９Ｆ有機反応化学実験室におい
て、仕上表備考欄に少量危険物
施設の記載がありますが、詳細
が不明です。御指示下さい。 

間仕切り壁：１時間耐火、出入
り口扉：防火設備、溜め枡の設
置とします。なお、位置につい
ては監督職員の指示によりま
す。 

95 
内部仕様
他につい
て 

D023 
内部仕上
表１８ 

 

仕上表において、下記部屋のブ
ラインドボックス欄に〇印の記
載が有りますが、天井伏図では
ブラインドボックスの凡例が見
受けられません。ブラインドボ
ックスは不要としてよろしいで
しょうか。 
＊Ｃ－９０３：数理生物計算室
＊Ｃ－９０４：数理生物図書室
（第１研究室） 

必要とします。仕上げ表を正と
します。 

96 
建築（外部
仕上） 

D1008 
D119 

雨水排水
計画図－
８ 
矩計図－
５ 

１０階平
面図 

Ａ棟のＸ２３通りＡ－１０・Ａ
－１１、Ｂ棟のＸ１８通りＢ－
１２・Ｂ－１３、Ｃ棟のＸ１２
通りＣ－１１・Ｃ－１２、及び
Ｄ棟のＸ７通りＤ－９・Ｄ－１
０に竪樋の指示がありますが、
該当範囲は搬入バルコニーが無
く、矩計図－５の２階梁型の形
状となっている為、最上階にの
みドレインを設けると考えて宜
しいでしょうか。 

当該部分は設備バルコニーと同
形状とします（手すりは不要）。
よって、竪樋は図示のとおりと
します。 

97 
構造につ
いて 

D101 
S101 

ピット階
平面図 
杭状図 

 

捨コンピットの範囲が、Ｂ棟Ｙ
１通り及びＡ棟Ｘ２３－２４、
Ｙ６－７通り間等、構造図では
捨コンピット、意匠図では埋め
戻しです。意匠図のピット範囲
を正としてよろしいでしょう
か。 

よろしい。 

98 
内部仕様
他につい
て 

D101 
D705 

ピット階
平面図 
部分詳細
図５ 

 

捨てコンピット他：通気管の径
寸法が、ピット平面図と部分詳
細図－５で下記の様に異なりま
す。部分詳細図を正としてよろ
しでしょうか。 
＊ピット平面図：φ１５０ 
＊部分詳細図－５：φ１００ 

ピット平面図を正とし、φ１５
０とします。 

99 
建築（内部
仕上） 

D101 
D102 
D705 

ピット平
面図 
１階平面
図 
部分詳細
図－５ 

Ｄ５－３ 

地下ピットにおいて、人通口前
の一部に凡例タ：タラップの記
載がありますが、部分詳細図－
５＜Ｄ５－３＞よりすべての人
通口の両側に手掛け及び足掛け
が必要と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 



 (１５)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

100 
内部仕様
他につい
て 

D101～103 

ピット階
平面図 
２階平面
図 

 

ピット平面図他において、捨て
コンピット内にタラップ凡例が
有りますが、上部階にマンホー
ル・床下点検口等の記載が見受
けられません。下記の通りに見
込んでよろしいでしょうか。 
＊外部－ピロティ・テラス等：
化粧マンホール蓋－角型 
＊バックヤード非居室－機械
室・ＰＳ等：鋳鉄製マンホール
蓋－丸型 
＊上記以外－エントランス・風
除室等：床点検口－標準タイプ

見込む必要はありません。当該
タラップはフロア内の段差解消
用です。（ピットへはＢ－１０４
の機械室よりアクセスする計画
です。） 

101 
内部仕様
他につい
て 

D101～103 

ピット階
平面図 
２階平面
図 

 

１・２階平面図の下記部屋に床
点検口等の記載が有りますが、
下部にタラップの記載が見受け
られません。下記の通りとして
よろしいでしょうか。 
＊Ａ棟１階風除室Ａ１－床点検
口６００角下部：梯子型タラッ
プ 
＊Ｂ棟ピロティ－マンホールφ
９００下部：打込型タラップ 
＊Ｂ棟１Ｆ機械室（Ｂ－１０４）
－マンホールφ６００下部：梯
子型タラップ 
＊Ｄ棟２階廊下（Ｘ２～Ｘ３通）
－床点検口６００角下部：打込
タラップ 

よろしい。 

102 
内部仕様
他につい
て 

D102 
D705 

１階平面
図 
部分詳細
図５ 

 

１階平面図において、Ｂ棟ピロ
ティのマンホール：φ９００の
仕様が不明です。部分詳細図５
－Ｄ５－８：鋳鉄製マンホール
（丸型）と同仕様としてよろし
いでしょうか。 

よろしい。 

103 
内部仕様
他につい
て 

D102 
D103 

１階平面
図 
２階平面
図 

 

１階平面図において、Ｃ棟ピッ
ト階：Ｘ１１通～Ｘ１２通間の
設備配管ピット（１ＦＬ－４０
００の範囲）は天井高の内法寸
法がＨ８５００になる為、タラ
ップは梯子型タラップ（背かご
付）としてよろしでしょうか。
又背かごの仕様はタラップ同材
（ステンレス）としてよろしい
でしょうか。 

よろしい。 

104 
建築（外
構・その
他） 

D102 
１階平面
図 

Ｂ棟北側 

Ｂ棟と駐輪場１間に防火水槽の
図示がありますが、工事区分が
不明です。別途工事と考えて宜
しいでしょうか。 

本工事とします。 

105 
建築（構
造） 

D106～108 
S310 

平面図 
ウエスト
２号館接
続躯体詳
細図 

平面図 

ウエスト２号館接続部のスラブ
リストに６ＦＬ～９ＦＬの記載
がありますが平面図ではＰＨ１
ＦＬまでスラブの記載があり１
０ＦＬ及びＰＨ１ＦＬのスラブ

Ｓ３１０では、右下の図にある
ように階数表示はウエスト２号
館の表示となっています。理学
系総合研究棟の階数との対応は
２層ずれます。なお、ウエスト



 (１６)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

リストが不明です。８ＦＬ・９
ＦＬのスラブリストに同じと考
えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。 

２号館４、５Ｆのスラブ厚は１
６５mmとなります。 

106 
外部仕様
他につい
て 

D108 
１０階・Ｐ
Ｈ１階平
面図 

 
屋上の▲は丸環の位置としてよ
ろしいでしょうか。 

よろしい。 

107 
外部仕様
他につい
て 

D109 
D716 

Ｐ Ｈ ２
階・ＰＨＲ
平面図 

 

部分詳細図－１６ Ｄ１６－５
メンテナンス階段３の数量が下
記の様に異なります。平面図を
正としてよろしいでしょうか。
＊Ｂ棟：平面図１０か所正 部分
詳細図－１６ ８か所 
＊Ｃ棟：平面図７か所正 部分詳
細図－１６ ６か所 
＊Ｄ棟：平面図８か所正 部分詳
細図－１６ ７か所 

よろしい。 

108 
外部仕様
他につい
て 

D109 
Ｐ Ｈ ２
階・ＰＨＲ
平面図 

 

屋上メンテナンスデッキにタラ
ップが有りますが、詳細が不明
です。仕様及び詳細をご指示下
さい。 

ＳＵＳ製、梯子型とします。 

109 
建築（外部
仕上） 

D112 
D201 

吹抜部立
面図 
平面詳細
図－１ 

外壁 

平面詳細図でピロティ廻り外壁
にＷＡ：ＰＣ版（リブ付） フッ
素樹脂塗装 上部ＰＣ版タイル
張とありますが、Ａ棟吹抜展開
図ではＯＷ１：ＰＣ版＋フッ素
樹脂塗装となっており相違しま
す。Ａ棟吹抜展開図を正と考え
て宜しいでしょうか。 

よろしい。 

110 
建築（外部
仕上） 

D112 
D237 

吹抜部立
面図 
平面詳細
図－３７ 

Ｘ８通り 

Ｃ棟１０階 Ｘ８通りにおいて、
平面詳細図には設備バルコニー
の記載がありますが、Ｃ棟吹抜
展開図にはありません。Ｃ棟吹
抜展開図を正と考えて宜しいで
しょうか。 

よろしい。 

111 
建築（外部
仕上） 

D112 
D124 

吹抜部立
面図 
矩計図－
１０ 

設備バル
コニー 

各棟ＲＣ設備バルコニーにおい
て、吹抜展開図では４ＦＬ以上
となっておりますが、矩計図－
１０では３ＦＬ以上と相違しま
す。吹抜展開図を正と考えて宜
しいでしょうか。 

よろしい。 

112 
外部仕様
他につい
て 

D113 断面図１  
吹抜け部配管目隠し壁はＡ棟
１．２階のみとしてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

113 
外部仕様
他につい
て 

D115 
D707 

矩形図－
１ 
部分詳細
図７ 

 

矩計図屋上防水立上りに押えパ
ネルの図示が有りますが、部分
詳細図では図示が有りません。
不要としてよろしいでしょう
か。 

よろしい。 

114 
外部仕様
他につい
て 

D116 
D121 

矩形図２ 
矩形図７ 

 

矩計図－２の４ＦＬスラブ下に
断熱材の図示が有りませんが、
矩計図－７同様に必要としてよ
ろしいでしょうか。 

よろしい。 



 (１７)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

115 
建築（外部
仕上） 

D116 
D502 

矩計図－
２ 
２階天井
伏図 

梁型 

Ａ棟ピロティ 梁型の仕上が下
記の様に相違します。天井伏図
を正と考えて宜しいでしょう
か。 
□矩計図－２・・・アルミ複合
板 
□天井伏図・・・ＦＫ ｔ８．０
＋フッ素樹脂塗装 

よろしい。 

116 
建築（構
造） 

D116 ～
D124 

矩形図 
外周ＰＣ
版の下端
の立上り 

外周ＰＣ版の１－２階の下端
に、ＧＬから４００の躯体の立
上りがありますが、厚み、配筋
が不明です。厚み１８０、Ｄ１
０＠２００Ｗ、先端に横筋２－
Ｄ１３として宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

117 
建具につ
いて 

D118 
D620 
D781 

矩形図４ 
建具表８ 
サッシ詳
細図１１ 

 

サッシ詳細図－１１の該当建具
符号はＡＷ－２７（吹抜廻り）
としています又、膳板及びブラ
インドボックスの仕様が、サッ
シ詳細図－１１ではＳｔ－１．
６ｔ、矩計図では硬質合成樹脂
と異なります。硬質合成樹脂を
正としてよろしいでしょうか。

よろしい。 

118 
建築（内部
仕上） 

D118 
D705 

矩計図－
４ 
部分詳細
図－５ 

Ｙ５通り 
Ｄ５－１ 

断熱材の断熱補強について、断
熱補強範囲図では各階のスラブ
上下に折返しとなっております
が、矩計図－４では最上階のみ
折返しとなっております。矩計
図を正とし、最上階スラブ下の
み折返しが必要と考えて宜しい
でしょうか。 

よろしい。 

119 
建築（外部
仕上） 

D120 
D503 
D717 

矩計図－
６ 
天井伏図 
部分詳細
図－１７ 

梁型 

Ｅ棟梁型の仕上が下記の様に相
違します。矩計図・天井伏図を
正と考えて宜しいでしょうか。
□矩計図・天井伏図・・・ＦＫ ｔ
８．０ フッ素樹脂塗装 
□部分詳細図－１７・・・アル
ミパネル ｔ２．０ フッ素樹脂
塗装 

３ＦＬの位置で仕上げが切り替
わります。（上部はケイカル板、
下部はアルミパネルです。） 

120 
建築（外部
仕上） 

D120 
矩計図－
６ 

柱、梁 

柱型・梁型・ブレースの仕上が
ＦＫ部分の下地が不明です。Ｌ
ＧＳ ６５型を見込んで宜しい
でしょうか。 

よろしい。 

121 
建築（外部
仕上） 

D121 
矩計図－
７ 

 

１階ピロティ床に、アスファル
ト防水の記載がありますがＡ－
１工法程度と考えて宜しいでし
ょうか。御指示下さい。 

よろしい。 

122 
内部仕様
他につい
て 

D122 
D779 

矩形図８ 
サッシ詳
細図９ 

 

ＳＣＷ－１のブラインドボック
スの仕様が、矩計図－８とサッ
シ詳細図－９で下記の様に異な
ります。サッシ詳細図を正とし
てよろしいでしょうか。 
＊矩計図－８：硬質合成樹脂製

硬質合成樹脂製とします。 



 (１８)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

＊サッシ詳細図－９：スチール
ｔ＝１．６ ＳＯＰ 

123 
建築（建
具） 

D122 
D622 
D779 

共通事項 
建具表 

ＳＣＷ－
１ 

ＳＣＷ－１につきまして、矩形
図及び建具表ではスチール（鋼
製）カーテンウォールと記載が
ありますが、サッシ詳細図－９
ではアルミ製カーテンウォール
のように見受けられます。ＳＣ
Ｗ－１は詳細図－９の詳細を正
とし、アルミカーテンウォール
＋スチールマリオンと考えて宜
しいでしょうか。 

スチールカーテンウォールとし
ます。 

124 
建築（建
具） 

D122 
D622 
D779 

共通事項 
建具表 

ＳＣＷ－
１ 

番号１２３の質問について、仕
上はアルミカーテンウォールを
フッ素樹脂エナメル焼付でスチ
ールマリオンをＳＯＰ塗装と考
えてよろしいでしょうか 

スチールカーテンウォールとし
ます。仕上げについてはＦＵ-Ｂ
Ｅ（フッ素樹脂エナメル焼付）
とします。 

125 
外部仕様
他につい
て 

D124 
D717 

矩形図１
０ 
部分詳細
図１７ 

 

搬入バルコニー軒天廻り縁は設
備バルコニー同様のアルミとし
てよろしいでしょうか。 

よろしい。 

126 
建築（内部
仕上） 

D201～245 
平面詳細
図 

内壁仕様
凡例 

内壁仕様凡例において、Ｗ４が
スラブ下までとなっております
が、外壁面及び柱型のＷ４はＷ
４’に読替えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

127 
内部仕様
他につい
て 

D202 
D701 

平面詳細
図２ 

 

部分詳細図１ 詳細：Ｄ１／９
で、断熱材（木毛セメント板）
の指示が有りますが、施工範囲
が不明です。Ｂ棟１階 機械・電
気室の外壁面としてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

128 
内部仕様
他につい
て 

D203 
平面詳細
図３ 

 

平面詳細図－３において、１Ｆ
惑星内部第一実験室上部メンテ
ナンスデッキの落下防止手摺：
Ｈ１１００の仕様が不明です。
下記程度としてよろしいでしょ
うか。 
＊落下防止手摺：Ｈ１１００ 
手摺－スチール φ４２．７ Ｓ
ＯＰ 
支柱－スチール φ３４ ＠９０
０ ＳＯＰ 
座板 スチール φ６０×３ Ｓ
ＯＰ 

よろしい。 

129 
内部仕様
他につい
て 

D218 
D903 

平面詳細
図１８ 
防火区図
面４～５
階 

 

間仕切について、平面詳細図１
８ Ｘ７・Ｙ１－３通り間の壁凡
例がＷ３の指示ですが、防火区
画図では防火区画ですのでＷ２
（耐火構造）に読替えてよろし
でしょうか。 

よろしい。 

130 
外部仕様
他につい

D237 
D708 

平面詳細
図３７ 

 
屋上緑化周囲見切りの仕上げが
不明です。仕様及び詳細をご指

東邦レオ／スマートシステム程
度とします。 



 (１９)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

て 部分詳細
図８ 

示下さい。 

131 
建築（外部
仕上） 

D237 
D708 

平面詳細
図－３７ 
部分詳細
図－８ 

Ｘ８～１
２，Ｙ２～
３ 
Ｄ８－１
５ 

Ｃ棟１０階の南側に屋上緑化に
ついて、潅水設備は必要と考え
て宜しいでしょうか。 

東邦レオ／スマートシステム程
度とします。 

132 
外部仕様
他につい
て 

D245 
D719 

平面詳細
図４５ 
部分詳細
図１９ 

 

Ａ．Ｃ．Ｅ棟屋上出入口外部側
に階段が有りますが、仕上げが
不明ですので下記の通りとして
よろしいでしょうか。 
＊防水押えコンクリート嵩上げ
防水モルタル仕上げ 
＊段鼻ノンスリップタイル 

よろしい。 

133 
内部仕様
他につい
て 

D309 詳細図９  

詳細図－９において、Ｂ２階段
の自立型手摺のＨ寸法にＨ８５
０と記載が有りますが、Ｂ３階
段と同様にＨ１３５０に読替え
て宜しいでしょうか。 

Ｂ２階段は両側が壁のためＨ＝
８５０のままとします。 

134 
外部仕様
他につい
て 

D313 
詳細図１
３ 

 
Ｂ棟屋外階段本体は、溶融亜鉛
メッキ面フッ素樹脂塗装として
よろしでしょうか。 

よろしい。 

135 
外部仕様
他につい
て 

D313 
D720 

詳細図１
３ 
部分詳細
図２０ 

 

詳細図－１３断面詳細図（Ｂ棟）
で、３階屋外通路手摺下部にア
ルミパネルがありますが、部分
詳細図屋外通路Ｂ１．Ｄ１詳細
ではコンクリート打放補修（Ａ
種）＋フッ素樹脂塗装となって
います。部分詳細図屋外通路Ｂ
１．Ｄ１詳細を正としてよろし
いでしょうか。 

よろしい。 

136 
内部仕様
他につい
て 

D314 
D315 

詳細図１
４ 
詳細図１
５ 

 

下記項目の工事区分が不明で
す。工事区分は建築工事として
よろしいでしょうか。 
＊ペーパーホルダー 
＊洗濯機防水パン 

ペーパーホルダーは機械設備工
事、洗濯機防水パンは建築工事
とします。 

137 
内部仕様
他につい
て 

D314 
詳細図１
４ 

 

雑詳細図－１４において、多目
的トイレの化粧鏡の仕様が不明
です。仕様は下記程度としてよ
ろしいでしょうか。 
＊化粧鏡：耐食鏡ｔ＝６．０ 変
形 Ｗ４５０×Ｈ１，０００ ス
テンレス枠付 

よろしい。 

138 
内部仕様
他につい
て 

D314 
詳細図１
４ 

 

雑詳細図－１４において、多目
的トイレに衣類掛け金物の記載
が有りますが、仕様が不明です。
仕様はステンレス既製品として
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

139 
内部仕様
他につい
て 

D315 
D706 

詳細図１
５ 
部分詳細
図６ 

 

Ｄ－２０２ｂ：ミーティング室
（トイレ）の洗面カウンターの
仕様が、部分詳細図－６と詳細
図－１５で下記の様に異なりま
す。部分詳細図を正としてよろ

よろしい。 



 (２０)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

しでしょうか。 
＊詳細図－１５：人造大理石 
＊部分詳細図－６：メラミン化
粧板ポストフォーム加工 

140 
建築（内部
仕上） 

D315 
D502 

詳細図－
１５ 
２階天井
伏図 

Ｙ１－２
展開図 

Ｄ棟２Ｆ ＷＣ（男）において、
詳細図－１５展開図で外壁面に
ボックスの記載がありますが、
天井伏図には記載が無く相違し
ています。不要と考えて宜しい
でしょうか。もし、必要であれ
ば断面詳細を御指示下さい。 

必要とし、詳細は部分詳細図―
３、Ｄ３－１７に準ずるものと
します。 

141 
内部仕様
他につい
て 

D316 
D708 

詳細図１
６ 
部分詳細
図８ 

 

エントランスホール手摺のＨ寸
法が、部分詳細図－８と詳細図
－１６で下記の様に異なりま
す。部分詳細図を正としてよろ
しでしょうか。 
＊詳細図－１６：Ｈ１１００ 
＊部分詳細図－８：Ｈ１３５０

よろしい。 

142 
内部仕様
他につい
て 

D318 
詳細図１
８ 

 

雑詳細図－１８において、リフ
レッシュスペース：手洗い化粧
台の仕様・詳細が不明です。仕
様及び詳細をご指示ください。

既製品タイプ（鏡付）（ＴＯＴＯ
Ａシリーズ程度）とします。 

143 
内部仕様
他につい
て 

D318 
詳細図１
８ 

 

詳細図－１８－平面詳細図（Ａ
棟北）において、シンキングカ
ウンター：メラミン化粧合板の
厚さが不明です。厚さはｔ＝３
０としてよろしいでしょうか。

よろしい。 

144 
リフレッ
シュスペ
ース 

D318 
詳細図１
８ 

上部 
ミニキッチンがありますが、大
学が想定する利用目的を御教示
願います。 

学生、教職員の給茶、食器類の
洗浄等です。 

145 
外部仕様
他につい
て 

D503 
D717 

３階天井
伏図 
部分詳細
図１７ 

 

アプローチの軒天廻り縁、下が
り天井見切りはアルミとしてよ
ろしいでしょうか。 

よろしい。ただし焼き付け塗装
品とします。 

146 
内部仕様
他につい
て 

D503 
３階天井
伏図 

 

３階天井伏図において、Ａ棟：
ＥＶ９に面する外壁サッシ（Ａ
Ｗ－５０）にブラインドボック
スの凡例（イ）の記載が有りま
すが、ＥＶシャフト内の為ブラ
インドボックスは不要としてよ
ろしいでしょうか。 

よろしい。 

147 
建築（建
具） 

D601 
D615 

建具表－
３ 
建具キー
プラン 

建具表 

１階建具 ＬＳＤ－１１につき
まして、１ヶ所の書き込みがあ
りますが、キープランには見当
たりません。１階分については
なしと考えて合計１４ヶ所でよ
ろしいでしょうか 

よろしい。 

148 
建築（建
具） 

D601 
D609 

建具表－
３ 
建具キー
プラン 

建具表 

９階建具 ＬＳＤ－３７につき
まして、１ヶ所の書き込みがあ
りますが、キープランより見当
たりません。なしと考えてよろ
しいでしょうか 

Ａ－９１８室内にあります。 



 (２１)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

149 
建築（建
具） 

D605 
建具キー
プラン 

Ｃ－５０
７室 

建具キープラン（５階）におい
て、Ｃ－５０７室に片開き戸が
ありますが、建具符号が見当た
りません。ＬＳＤ３と考えて宜
しいでしょうか。 

よろしい。 

150 
建具につ
いて 

D612 
建具共通
事項 

 

建具表共通事項の建具金物（８）
に枠ガード兼用手摺とあります
が、該当範囲が不明です。不要
としてよろしいでしょうか。 

よろしい。 

151 
建築（建
具） 

D612 
建具表共
通事項 

その他（１
２） 

建具表共通事項 その他（１２）
おいて、防火区画廻りの扉枠内
に耐火材充填の事。とあります
が、該当建具はＳＤ２０・ＦＳ
Ｄ１～２６・ＬＳＤ１（Ａ－９
１２室の２ヶ所）と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

152 
建築（建
具） 

D612 
建具表共
通事項 

その他（１
２） 

建具表共通事項 その他（１２）
おいて、防火区画廻りの扉枠内
に耐火材充填の事。とあります
が、耐火材の仕様が不明です。
ロックウール充填と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

153 
建築（建
具） 

D612 
D617 

建具表共
通事項 
建具表－
５ 

仕 上 げ
（８） 
ＳＳ１～
７ 

建具表共通事項 仕上げ（８）お
いて、特記無き限り ＳＳはスチ
ール部ＥＰ－Ｇ仕上とする。と
ありますが、建具表ではＳＳ
１：ＦＵ－ＢＥ ＳＳ２～７：Ｓ
ＯＰと相違します。建具表のＳ
Ｓ１：ＦＵ－ＢＥ ＳＳ２～７：
ＳＯＰを正と考えて宜しいでし
ょうか。 

よろしい。 

154 
建築（建
具） 

D612 
D616 

建具表共
通事項 
建具表－
４ 

 

ＬＳＤ５３・５４・建具表 ＬＳ
Ｄ５３・５４において、建具形
状が建具形状番号テでは両開き
戸、名称では親子開き戸と相違
します。名称の親子開き戸を正
とし、姿図番号は下記の様に読
替えて宜しいでしょうか。 
建具符号 建具形状 → 読替形
状 
□ＬＳＤ５３ Ｂｄ → Ｂｂ 
□ＬＳＤ５４ Ａｄ → Ａｂ 

よろしい。 

155 
建築（建
具） 

D612 
建具表共
通事項 

建具金物
（８） 

建具表共通事項 建具金物（８）
において、ドアサインとありま
すが、該当建具が不明です。御
指示下さい。 

室名サインはサイン図によるも
のとします。 

156 
建具につ
いて 

D613 建具表１  

ＳＤ－６の２Ｆの数量が、建具
表は１１か所、建具キープラン
は１０か所と異なります。１０
か所を正とし、ＳＤ－６の合計
数量は１３７か所としてよろし
いでしょうか。 

よろしい。 

157 建具につ D613 建具表１  建具表のＦＳＤ－１５に『※ダ ２Ｆ及び３ＦのＸ７－Ｘ８／Ｙ



 (２２)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

いて ッシュ付け符号のみ遮煙』とあ
りますが、※ダッシュ付け符号
は建具キープランにありませ
ん。不要としてよろしいでしょ
うか。 

３のＦＳＤ１５（計２箇所）を
ダッシュ付として下さい。 

158 
建築（建
具） 

D613 
D615 
D617 
D601～611 

建具表 
建具キー
プラン 

 

建具記号ＳＤ－１６の数量にお
いて、下記の様に建具表と建具
キープランで相違しています。
建具キープランを正と考えて宜
しいでしょうか。 
□建具表・・・１３８ヶ所 
□建具キープラン・・・１３７
ヶ所 

よろしい。 

159 
建築（建
具） 

D613 
D708 

建具表－
１ 

ＳＤ２０ 

建具表 ＳＤ２０において、ガラ
スが下記の様に相違します。部
分詳細図－８を正と考えて宜し
いでしょうか。 
□建具表－１ → ＦＬ１０（透
明フロート） 
□部分詳細図－８ → 耐熱強化
ガラス ｔ６．５ 

よろしい。 

160 
建築（建
具） 

D613 
D602.603 

建具表－
１ 
建具キー
プラン 

ＦＳＤ１
５ 

建具表 ＦＳＤ１５において、備
考に※ダッシュ付き符号のみ遮
煙とありますが、建具キープラ
ンに見当たりません。該当建具
を御指示下さい。 

２Ｆ及び３ＦのＸ７－Ｘ８／Ｙ
３のＦＳＤ１５（計２箇所）を
ダッシュ付として下さい。 

161 
建築（建
具） 

D613 
建具表－
１ 

ＦＳＤ２
０ 

建具表 ＦＳＤ２０において、ガ
ラスがＴＬ８（低膨張防火）と
ありますが、ＴＬ８（低膨張防
火）は規格にありません。耐熱
強化硝子 ｔ８．０と読替えて宜
しいでしょうか。 

よろしい。 

162 
建築（建
具） 

D613 
建具表－
１ 

ＦＳＤ２
６ 

建具表 ＦＳＤ２６において、額
入ドアとありますが、ガラスの
仕様が不明です。耐熱強化硝子
ｔ８．０と考えて宜しいでしょ
うか。 

よろしい。 

163 
建築（建
具） 

D614 
建具表－
２ 

Ｓ Ｓ Ｗ
１・２ 

建具表 ＳＳＷ１・２において、
ガラスがＴＬ８（低膨張防火）
とありますが、ＴＬ８（低膨張
防火）は規格にありません。耐
熱強化硝子 ｔ８．０と読替えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

164 
建具につ
いて 

D615 建具表３  

ＬＳＤ－１１の１Ｆの数量が、
建具表は１か所、建具キープラ
ンは０か所と異なりますので０
か所を正とし、ＬＳＤ－１１の
合計数量は１４か所としてよろ
しいでしょうか。 

よろしい。 

165 
建具につ
いて 

D617 建具表５  

ＳＦ－６は建具表に１０Ｆに１
か所とありますが、建具キープ
ランにありません。１か所見込
んでよろしいでしょうか。 

よろしい。Ｄ－１０１１室に１
箇所とします。 



 (２３)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

166 
建具につ
いて 

D617 
D624 

建具表５ 
建具表１
２ 

 

建具表のＳＷ－２は両開框ドア
付とありますが、姿図にありま
せん。姿図を正とし、ドアは不
要としてよろしいでしょうか。

よろしい。 

167 
建築（建
具） 

D617 
D610 

建具表－
５ 
建具キー
プラン 

 

建具キープランにおいて、ＳＦ
６が見当たりません。Ｄ棟 １０
階 生化学実験室～電気生理測
定室間に見込んで宜しいでしょ
うか。違う場合は、設置個所を
ご指示ください。 

よろしい。 

168 
建築（建
具） 

D617 
建具表－
５ 

ＳＷ２・１
５～１８ 

建具表 ＳＷ２・１５～１８にお
いて、ガラスがＴＬ８（低膨張
防火）とありますが、ＴＬ８（低
膨張防火）は規格にありません。
耐熱強化硝子 ｔ８．０と読替え
て宜しいでしょうか。 

よろしい。 

169 
建築（建
具） 

D617 
D624 

建具表－
５ 
建具表－
１２ 

ＳＷ２ 

建具表 ＳＷ２において、備考に
両開き框ドアとありますが、姿
図では８連嵌殺し窓と相違しま
す。姿図の８連嵌殺し窓を正と
考えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

170 
建築（建
具） 

D617 
建具表－
５ 

ＳＧ１ 

建具表 ＳＧ１において、その他
にＦＤとありますが、防火設備
ではない為不要と考えて宜しい
でしょうか。 

必要とします。 

171 
建築（建
具） 

D617 
特記仕様
書－３ 
建具表 

アルミ製
建具 
ＡＧ 

ＡＧはＡＷ同様アルマイトマッ
トと考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

172 
建築（建
具） 

D617 
D704 

建具表－
５ 
部分詳細
図－４ 

ＳＳ１～
７ 

建具表 ＳＳ１～７において、三
方枠の有無が不明です。次の様
に考えて宜しいでしょうか。 
□ＳＳ１ → 三方枠：ステンレ
ス ｔ１．５ ＨＬ 
□ＳＳ２～７ → 不要（部分詳
細図－４ Ｄ４－１８） 

よろしい。 

173 
建築（建
具） 

D619 
建具表－
７ 

外ＳＤ１
３ 

建具表 外ＳＤ１３において、備
考に断熱材充填とありますが、
扉枠共断熱材充填と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

174 
建築（建
具） 

D619 
建具表－
７ 

外ＳＤ１
３ 

建具表 外ＳＤ１３において、備
考に断熱材充填とありますが、
断熱材の仕様が不明です。ロッ
クウール充填と考えて宜しいで
しょうか。 

よろしい。 

175 
建築（建
具） 

D620 
建具表－
８ 

ＡＷ１６ 

建具表 ＡＷ１６において、姿図
より引違い窓の為、付属金物・
備考はＡＷ１４に倣うと考えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

176 
建築（建
具） 

D620.621 
建具表－
８．９ 

ＡＷ 
建具表 ＡＷにおいて、網戸の形
状は全てプリーツ網戸と考えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

177 建具につ D621 建具表９  サッシ詳細図－１０の該当建具 よろしい。 



 (２４)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

いて D780 サッシ詳
細図１０ 

符号はＡＷ－３６・ＡＷ－３７
としてよろしいでしょうか。 

178 
建築（建
具） 

D621 
建具表－
９ 

ＡＷ４０ 

建具表 ＡＷ４０において、付属
物にアルミ水切とありますが、
内部建具の為不要と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

179 
建具につ
いて 

D622 
建具表１
０ 

 

カーテンウォール・サッシのス
パンドレル部の耐火ボード面の
仕上はＥＰ塗装としてよろしい
でしょうか。 

よろしい。 

180 
建築（内部
仕上） 

D701 
部分詳細
図－１ 

Ｄ１－１
５ 

軽鉄壁 ダクト貫通部遮音処理
のスチール ｔ１．６はＳＯＰ塗
仕上と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

181 
内部仕様
他につい
て 

D703 
部分詳細
図３ 

 

部分詳細図－３において、Ｄ３
－１６：露出型カーテンボック
ス（壁付）に『直天井部分にカ
ーテンボックスが取付場合は、
本図を摘要する』と記載が有り
ますが、出入口扉前のカーテン
ボックスに摘要するとしてよろ
しいでしょうか。 

出入口扉前のカーテンボックス
については該当室が直天の場合
は壁付とし、天井仕上げがある
場合は天井付きとします。いず
れも暗幕仕様とします。 

182 
内部仕様
他につい
て 

D703 
部分詳細
図３ 

 

部分詳細図－３において、Ｄ３
－９：スクリーンボックスにＡ
壁付の記載が有りますが該当場
所が不明ですので該当なしとし
てよろしいでしょうか。 

よろしい。 

183 
建築（内部
仕上） 

D703 
部分詳細
図－３ 

Ｄ３－１
４ 
Ｄ３－１
６ 
Ｄ３－１
７ 

間仕切カーテン・カーテン・ブ
ラインドの工事区分が不明で
す。別途工事と考えて宜しいで
しょうか。 
もし、本工事と考えた場合、仕
様・メーカー品番を御指示下さ
い。 

備品調達等業務となります。仕
様等については、平成２５年４
月１５日に、競争参加資格を認
められた者に配布しました【資
料１０】調達備品等リストによ
るものとします。 

184 
建築（内部
仕上） 

D703 
D501～510 

部分詳細
図３ Ｄ３
－９ 
各階天井
伏図 

スクリー
ンボック
ス 

スクリーンボックス Ａ 壁付と
Ｂ 天井付の使い分けにおいて、
備考欄に「※特記なき限り、Ｂ
天井付とする。」と記載がありま
す。全てＢ 天井付と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

よろしい。 

185 
内部仕様
他につい
て 

D705 
部分詳細
図５ 

 

消火器の工事区分が不明ですの
で別途としてよろしいでしょう
か。 

備品調達等業務となります。仕
様等については、平成２５年４
月１５日に、競争参加資格を認
められた者に配布しました【資
料１０】調達備品等リストによ
るものとします。 

186 
建築（内部
仕上） 

D705 

部分詳細
図３ 
Ｄ５－１
４ 

消火器Ｂ
ＯＸ 

消火器ボックスの埋込型 ２１
２か所及び床置型 ４か所の設
置位置が不明です。御指示下さ
い。 

別紙１各階平面図によるものと
します。 

187 
外部仕様
他につい

D707 
部分詳細
図７ 

 
部分詳細図－７Ｄ７／１２にオ
ーバーフローと有りますが、場

Ａ～Ｄ棟はＹ３・Ｙ５通りに各
２箇所（計１６箇所）、Ｅ棟はＥ



 (２５)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

て 所、数量が不明ですので不要と
してよろしいでしょうか。 

Ｙ１通りに２箇所、合計１８箇
所としてください。 

188 
内部仕様
他につい
て 

D708 
部分詳細
図８ 

 

部分詳細図－８－Ｄ８－７：エ
ントランスホール手摺詳細図に
おいて、手摺：ＳＴの表面仕上
が不明です。表面仕上は焼付塗
装（指定色）としてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

189 
建築（内部
仕上） 

D708 
部分詳細
図－８ 

Ｄ８－４ 

デザインウォール断面詳細図に
ついて、モックアップ作成によ
り色、テクスチャーを確認の上
実施する事と記載があります
が、モックアップの大きさとか
所数を御指示下さい。 

Ｗ４０００×Ｈ７５００、１箇
所とします。 

190 
外部仕様
他につい
て 

D710 
部分詳細
図１０ 

 
防鳥ピンは全て２列としてよろ
しいでしょうか。 

よろしい。 

191 
内部仕様
他につい
て 

D714 
D715 

部分詳細
図１４ 
部分詳細
図１５ 

 

部分詳細図－１４において、掲
示板（備品工事）は下地補強ま
で本工事と、記載が有りますが
下地補強の詳細が不明です。仕
様は黒板の下地補強と同仕様と
してよろしいでしょうか。 

よろしい。 

192 
建築（内部
仕上） 

D714 
部分詳細
図－１４ 

Ｄ１４－
１ 

黒板の箇所数が下記の様に相違
しています。【資料１０】調達備
品等リストを正と考えて宜しい
でしょうか。 
□部分詳細図・・・１３５か所
□【資料１０】調達備品等リス
ト・・・６４か所 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料９】移転備品等
リスト及び【資料１０】調達備
品等リストを正とします。 

193 
建築（内部
仕上） 

D714 
部分詳細
図－１４ 

Ｄ１４－
１ 

ホワイトボードの箇所数が下記
の様に相違しています。【資料１
０】調達備品等リストを正と考
えて宜しいでしょうか。 
□部分詳細図・・・１６５か所
□【資料１０】調達備品等リス
ト・・・２３９か所 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料１０】調達備品
等リストを正とします。 

194 
建築（内部
仕上） 

D714 
部分詳細
図－１４ 

Ｄ１４－
１ 

電動用スクリーンボックスの箇
所数が下記の様に相違していま
す。【資料１０】調達備品等リス
トを正と考えて宜しいでしょう
か。 
□部分詳細図・・・１６か所 
□【資料１０】調達備品等リス
ト・・・１５か所 

平成２５年４月１５日に、競争
参加資格を認められた者に配布
しました【資料１０】調達備品
等リストを正とします。 

195 
外部仕様
他につい
て 

D716 
部分詳細
図１６ 

 

Ｄ１６－１アルミ小庇にＡ棟３
階Ｘ１８－１９．Ｙ１－２風除
室前と有りますが、次項の風除
室Ａ４前と重複していると考え
てよろしいでしょうか。 

よろしい。 

196 
外部仕様
他につい
て 

D716 
部分詳細
図１６ 

 
メンテナンス階段基礎の仕上げ
が不明です。防水モルタル、段
鼻ノンスリップ無しとしてよろ

よろしい。 



 (２６)

番
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質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

しいでしょうか。 

197 
建築（構
造） 

D716 
部分詳細
図－１６ 

メンテナ
ンス階段
１ 

ＰＨ２階（Ｄ－１０９図）Ａ棟
ＥＶ機械室に鉄骨階段のような
記載がありますが、部分詳細図
１６にはＢ棟、Ｃ棟の記載しか
ございません。ＲＣ階段と考え
て宜しいでしょうか。 

鉄骨階段とします。（Ｗ７００、
Ｈ１６９０、７段） 

198 
建築（構
造） 

D716､108､
109 

部分詳細
図－１６ 

メンテナ
ンス階段
３ 

メンテナンス階段３の指示数量
の記載がございますが、平面図
と数量が相違します。平面図を
正と考えて宜しいでしょうか。
□Ａ棟：７箇所→平面図では、
８箇所（Ｄ－１０８図） 
□Ｂ棟：８箇所→平面図では、
１０箇所 
□Ｃ棟：６箇所→平面図では、
７箇所 
□Ｄ棟：７箇所→平面図では、
８箇所 
□Ｅ棟：２箇所→平面図では、
２箇所 

よろしい。 

199 
外部仕様
他につい
て 

D717 
部分詳細
図１７ 

 

Ａ棟ピロティ柱型基礎立上りに
タイルル貼とありますが、外壁
同仕様４５二丁掛タイルとして
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

200 
内部仕様
他につい
て 

D719 
部分詳細
図１９ 

 

部分詳細図－１９－Ｄ１９－
２：壁補強詳細において、一般
間仕切り部：ベニヤ合板ｔ＝１
２の記載が有りますが、図中に
図示が見受けられません。一般
間仕切り部：ベニヤ合板ｔ＝１
２は該当無しとしてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

201 
外構につ
いて 

D719 
部分詳細
図１９ 

 
実験排水槽の内部仕上が不明で
す。耐薬品塗料としてよろしい
でしょうか。 

よろしい。 

202 
建築（内部
仕上） 

D719 
部分詳細
図－１９ 

Ｋ－１工
法 

部分詳細図－１９において、Ｋ
－１工法の詳細がありますが、
適用となる範囲が不明です。御
指示下さい。 

不要とします。 

203 
建築（外
構・その
他） 

D719 
部分詳細
図 
－１９ 

実験排水
槽 
要領図 

実験排水槽内部の仕上が不明で
す。下記の様に考えて宜しいで
しょうか。 
□床、壁…ウレタン塗膜防水 
□天井…打放し補修素地仕上 

床、壁については「ＡＢＣ商会
ケミクリートＳＶ（２プライラ
イニング工法）」と同等仕様とし
ます。 

204 
建築（構
造） 

D719､237 
部分詳細
図－１９ 

ＲＣ階段 

Ｃ棟１０階屋上階段において、
出入口前（内部）の詳細図に位
置の記載がございますが、Ｃ棟
Ｘ１２通り、Ｙ２通り及びＸ１
２通り、Ｙ６通りも同じ仕様の
ＲＣ階段と考えて宜しいでしょ
うか。 

よろしい。 

205 建築（構 D719､237 部分詳細 ＲＣ階段 Ｃ棟１０階屋上階段において、 よろしい。 



 (２７)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

造） 図－１９ 出入口前の外部屋上側の階段は
ＲＣ階段と考えて宜しいでしょ
うか。 

206 

ゴミ箱置
場 
（リフレ
ッシュス
ペース） 

D721 
部分詳細
図２１ 

左上 

「ゴミ箱（備品）」と記載があり
ますが、【資料１０】調達備品リ
ストにはゴミ箱の記載がありま
せん。リフレッシュスペースの
ゴミ箱は大学側で設置していた
だけるとの理解でよろしいでし
ょうか。また、清掃業務の対象
範囲となる共用部等のエリアに
おいて大学側がゴミ箱の設置を
想定している箇所を御教示願い
ます。 

よろしい。ゴミ箱数は、１か所
あたり４個とし、建物全体で２
９２個となります。 

207 
建築（内部
仕上） 

D721 
部分詳細
図－２１ 

Ｄ２１－
７ 

部分詳細図－２１ 開口補強リ
ストの壁開口補強において、（貫
通部遮音処理）以外の補強の詳
細が不明です。御指示下さい。

公共建築工事標準仕様書（統一
基準）（建築工事編）１４章５節
軽量鉄骨壁下地に示す開口補強
としてください。 

208 
建築（内部
仕上） 

D721 
部分詳細
図－２１ 

Ｄ２１－
７ 

部分詳細図－２１ 開口補強リ
ストの床開口において、補強の
詳細が不明です。御指示下さい。

１箇所あたり鉄骨小梁ＳＢ－３
０（Ｌ５０００）を見込むもの
とします。 

209 
内部仕様
他につい
て 

D722 
部分詳細
図２２ 

 

部分詳細図－２２において、Ｃ
棟２階ＥＸＰ．Ｊ部分平面図に
⑥ＳＵＳ床－内壁の記載が有り
ますが、記載の範囲は床－床取
合部分の為、④ＳＵＳ床－床に
読替えてよろしいでしょうか。

よろしい。 

210 
内部仕様
他につい
て 

D722 
部分詳細
図２２ 

 

部分詳細図－２２において、Ｃ
棟２階ＥＸＰ．Ｊ部分平面図の
⑦ＳＵＳ内壁－内壁にＨ４５０
０の記載が有りますが、教育情
報システム室の天井高はＨ２６
００、エントランスホールの天
井高はＨ３０００です。⑦ＳＵ
Ｓ内壁－内壁は階高間（Ｈ４５
００）に必要としています。 

天井までとします。 

211 
外部仕様
他につい
て 

D724 
部分詳細
図２４ 

 
接続部屋根はアスファルト防水
でとしてよろしいでしょうか。

よろしい。 

212 
外部仕様
他につい
て 

D724 
部分詳細
図２４ 

 
接続部屋根笠木はアルミ既製品
アルマイトマット仕上げＷ２５
０としてよろしいでしょうか。

よろしい。 

213 
外部仕様
他につい
て 

D724 
部分詳細
図２４ 

 
接続部屋根立上り壁仕上げが不
明です。フッ素樹脂塗装として
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

214 
建築（構
造） 

D724 
部分詳細
図－２４ 

断面図 

ウエスト２号館接続部９ＦＬに
パラペットの記載がありますが
構造詳細が不明です。下記のよ
うに考えて宜しいでしょうか。
□壁厚：Ｗ１８０ 
□配筋：縦横 Ｄ１０＠２００ダ
ブル 端部筋２－Ｄ１３ 

壁厚はＷ１８０、配筋は縦Ｄ１
３＠２００ダブル、横Ｄ１０＠
２００ダブル、端部筋は２－Ｄ
１３とします。 



 (２８)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

215 
建具につ
いて 

D771～781 
サッシ詳
細図１ 

 

サッシ詳細図に網戸はプリーツ
網戸と図示ありますが、建具表
に図示の網戸は全てプリーツ網
戸としています。 

よろしい。 

216 
建築（建
具） 

D777 
アルミサ
ッシ詳細
図－７ 

Ｃ棟 南面
ＡＣＷ 姿
図 

アルミサッシ詳細図－７におい
て、ＳＵＳエンジン引戸とあり
ますが、仕上が不明です。ＨＬ
仕上と考えて宜しいでしょう
か。 

鏡面仕上とします。 

217 
建具につ
いて 

D779 
サッシ詳
細図９ 

 

サッシ詳細図－９の横繋ぎ材の
φ寸法が、φ２４とφ１６の２
種類ありますが、全てφ２４と
してよろしいでしょうか。 

よろしい。 

218 
建築（内部
仕上） 

D780 
D781 

サッシ詳
細図－１
０．１１ 

 

サッシ詳細図－１０及び１１に
おいて、額縁・膳板・ブライン
ドボックスがＳｔ－１．６と図
示がありますが表面仕上が不明
です。ＳＯＰ塗装を見込んで宜
しいでしょうか。 

硬質合成樹脂製とします。 

219 
内部仕様
他につい
て 

D801 
サインキ
ープラン
１～３階 

 

サインリストにおいて、Ｓ－
６：ピクトサイン（突出）の合
計数量が３９か所と記載が有り
ますが、各階の合計は３６か所
と異なります。３６か所を正と
してよろしいでしょうか。 

よろしい。 

220 
内部仕様
他につい
て 

D801 
サインキ
ープラン
１～３階 

 

サインリストにおいて、Ｓ－
８：バックヤードサインの合計
数量が１０２７か所と記載が有
りますが、各階の合計は１０３
３か所と異なります。１０３３
か所を正としてよろしいでしょ
うか。 

よろしい。 

221 
内部仕様
他につい
て 

D801 
サインキ
ープラン
１～３階 

 

サインリストにおいて、Ｓ－１
０：フロア誘導サインの合計数
量が９４か所と記載が有ります
が、各階の合計は１０２か所と
異なります。１０２か所を正と
してよろしいでしょうか。 

Ｓ－１０（９６箇所）、Ｓ－１１
（１０２箇所）とします。 

222 
内部仕様
他につい
て 

D801ｻｲﾝｷｰ
ﾌﾟﾗﾝ1～3
階 

  

サインリストにおいて、Ｓ－
９：階数表示サインの合計数量
が５８か所と記載が有ります
が、各階の合計は６３か所と異
なります。６３か所を正として
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

223 
建築（内部
仕上） 

D801～803 
サインキ
ープラン 

 

サインの数量が下記の様に数量
表とキープランで相違します。
キープランを正と考えて宜しい
でしょうか。 

数量表 キープラン
□Ｓ－４・・９５７  ９７７
□Ｓ－５・・・４３   ４２
□Ｓ－６・・・３６   ３９
□Ｓ－７・・１５８   １０

別紙２「九州大学（伊都）総合
研究棟理学部サイン工事（数量
表）」を参照してください。 



 (２９)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

□Ｓ－８・１０３３ １０１６
□Ｓ－９・・・６３   ５９
□Ｓ－１０・・９６   ９４
□Ｓ－１１・１０２   ９４
□Ｓ－１２・１３７  １３９

224 
内部仕様
他につい
て 

D804 
サイン図
１ 

 

サイン図－１において、Ｓ－
４：室名サインにパターン１と
パターン２の２種類の記載が有
りますが、夫々の使い分けが不
明ですので弊社にて想定してい
ます。 

教員室（教授、准教授）がパタ
ーン２です。 

225 
内部仕様
他につい
て 

D813 
サインキ
ープラン
１～３階 

 

外構サイン図－２において、Ｅ
Ｘ－７：施設記名サイン（大）
の石材ｔ＝５０の石種が不明で
す。仕様及び詳細をご指示くだ
さい。 

白御影石とします。 

226 
建築（外
構・その
他） 

仮001 
仮002 

仮設計画
図１ 
仮設計画
図２ 

 

作業員駐車場は別途確保して頂
けるのでしょうか。もし、確保
して頂ける場合は無償でしょう
か。御指示下さい。 

原則として仮囲内に計画するも
のとしますが、監督職員と別途
協議できるものとします。その
場合の使用料は無償とします。

227 
建築（外
構・その
他） 

造002 
計画配置
図 

植栽桝 

敷地内植栽桝に植栽の様な図示
がありますが、詳細が不明です。
植栽工事は別途工事と考えて宜
しいでしょうか。 

よろしい。 

228 
外構につ
いて 

舗001 
舗装平面
図 

 

透水性平板舗装の面積が下記の
様に異なります。図示数量を正
としてよろしいでしょうか。 
＊凡例表  ４２７５．６Ｍ２
＊図示数量 ４２８３．４Ｍ２

図示数量を正とします。 

229 
外構につ
いて 

舗001 
施001 

舗装平面
図 
施設平面
図 

 

舗００１図、施００１図にある
図示数量と凡例（表）数量とで
食い違いがある場合は、図示（配
置図）を正としてよろしいでし
ょうか。 

図示数量を正とします。 

230 
外構につ
いて 

舗002 
舗装平面
図 

 

透水性平板舗装詳細図に傾斜部
は敷モルタルの指示が有ります
が、該当無しとしてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

231 
外構につ
いて 

施002 
施設詳細
図１ 

 
ベンチの配筋が不明です。Ｄ１
３＠２００ハコ状としてよろし
いでしょうか。 

よろしい。 

232 
建築（外
構・その
他） 

施004 
施設詳細
図３ 

注記 

取合い部分に伸縮目地を設置す
るとありますが、伸縮目地の詳
細が不明です。エラスタイト ｔ
１０と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

233 
外構につ
いて 

施007 
施009 

施設詳細
図６ 
施設詳細
図８ 

 

ＬＹ－３展開図 Ｅ～Ｄ間、Ｉ～
Ｈ間展開図にＢ断面擁壁の指示
が有りますが、Ｇ断面擁壁に読
み替えてよろしいでしょうか。

よろしい。 

234 
外構につ
いて 

排001 
排002 

雨水排水
平面図 

 
計画建物北側に図示の有る下記
の項目は四角囲み（ＰＦＩ工事

平面図の四角囲みを本工事とし
ます。 



 (３０)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

雨水排水
平面図１ 

を示す）の図示となっています
が、雨水排水平面図の凡例表、
及び雨水排水詳細図１では別途
工事となっていますので別途工
事としてよろしいでしょうか。

235 
外構につ
いて 

排001 
雨水排水
平面図 

 

排水管φ３００～６００の仕様
が下記の様に異なります。ＶＵ
を正としてよろしいでしょう
か。 

よろしい。 

236 
建築（外
構・その
他） 

排001 
雨水排水 
平面図 

駐車場北
東 

ＶＵ－６０ ２２．０ｍと記載が
ある埋設管が２ヶ所あります
が、スケール算出で各１１．０
ｍ程度となり相違します。１１．
０ｍを正と考えて宜しいでしょ
うか。 

左側１０.８ｍ、右側１０.４ｍ
とします。 

237 
建築（外
構・その
他） 

排001 
雨水排水 
平面図 

高圧ボン
ベ庫 
南側 

凡例に横断側溝ＯＳ－３０Ａ及
びＯＳ－３０Ｂの数量が記載あ
りませんが、平面に図示があり
ます。本工事と考えて宜しいで
しょうか。 

四角囲みの図示は本工事です。

238 
建築（外
構・その
他） 

排001 
雨水排水 
平面図 

凡例 

ＶＵ－３０からＶＵ－６０の備
考にＨＰ－φ３００～６００の
記載があり、どちらを採用する
かが不明です。ＶＵ管を正と考
えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

239 
建築（外
構・その
他） 

排001 
排003 

雨水排水 
平面図 
雨水排水 
詳細図２ 

桝番号１
１３ 
桝番号１
１４ 
桝番号１
１５ 

桝番号１１３．１１４．１１５
が平面図ではＰＦＩ工事です
が、詳細図２では基幹工事とな
っており相違します。ＰＦＩ工
事と考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

240 
外構につ
いて 

排002 
雨水排水
詳細図１ 

 
自由勾配側溝ＶＳ－３０、ＶＳ
－５０は共に１種を適用するも
のとしてよろしいでしょうか。

原則１種とし、２種については
＠１０,０００毎に設置するも
のとします。 

241 
外構につ
いて 

撤001 
撤去平面
図 

 
コンクリート土間の厚さが下記
の様に異なります。Ｔ１２０を
正としてよろしいでしょうか。

Ｔ＝１２０とします。 

242 
建築（外
構・その
他） 

撤001 
撤去平面
図 

凡例 
障害物 

敷地内に巨石がありますがその
取扱いについて、何か予見があ
りますか。また、この他にもこ
のような転石が地中埋設物とし
て存在しますでしょうか。 

撤００１に記載の大きさは現状
地盤レベルから確認できた範囲
です。その他工事に支障となる
地下埋設物が確認された場合の
対処方法は協議によるものとし
ます。 

243 
建築（外
構・その
他） 

撤001 
撤去平面
図 

凡例 
障害物 

番号２４２の質問の転石等の地
中埋設物や障害物がある場合の
工事区分は別途工事でしょう
か。もし、本工事で見込む場合
は大きさや深さ等御指示下さ
い。 

本工事です。大きさ等について
は撤００１を参照してくださ
い。その他工事に支障となる地
下埋設物が確認された場合の対
処方法は協議によるものとしま
す。 

244 
建築（外
構・その
他） 

撤001 
撤002 

撤去平面
図 
撤去詳細

コンクリ
ート舗装 

コンクリート舗装の舗装厚が撤
去平面図ではｔ１００と記載が
ありますが、撤去詳細図ではｔ

Ｔ＝１２０とします。 



 (３１)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

図 １２０と記載があり相違しま
す。撤去詳細図のｔ１２０を正
と考えて宜しいでしょうか。 

245 
建築（外
構・その
他） 

撤001 
撤002 

撤去平面
図 
撤去詳細
図 

縁石 

縁石Ａ及びＢの寸法が下記の様
に相違します。撤去詳細図を正
と考えて宜しいでしょうか。 

撤去平面図 
撤去詳細図 

□縁石Ａ １５０×１５０ 
１５０×２００ 

□縁石Ｂ １００×１８０ 
２００×１００ 

撤去詳細図を正とします。 

246 
建築（外
構・その
他） 

撤001 
撤去平面
図 

敷地南側 

矢板土留め撤去１３ｍ（Ｈ－３
００×３００）の記載がござい
ますが、根入れ深さを含めた心
材の長さが不明です。７ｍ程度
と考えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

247 
建築（構
造） 

S001 
S212 

特記仕様
書１ 
地中柱断
面リスト 

５章鉄筋
工事 

特記仕様書には、柱の帯筋は閉
鎖型フープ（スパイラルフープ
等）となっておりますが、地中
柱断面リストの共通事項には何
も特記がございません。閉鎖型
フープ（スパイラルフープ等）
ではなく、タガ型として宜しい
でしょうか。 

よろしい。 

248 
建築（構
造） 

S001 
D002 

特記仕様
１ 
全体配置
図 

３章 
土工事 
建設発生
土 

建設発生土の処分は場内指示の
場所へ敷き均しと記載されてい
ますが、場内指定場所とは、Ｄ
－００２図の『建設発生土置き
場』と考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

249 
建築（構
造） 

S001 
特記仕様
１ 

３章 
土工事 
建設発生
土 

建設発生土の処分は場内指示の
場所へ敷き均しと記載されてい
ますが、場所打ちコンクリート
杭のオールケーシング工法に伴
う建設発生土も場内指示の場所
へ敷き均しと考えてよろしいで
しょうか。 

埋め戻し土として使用できる状
態のものについては監督職員と
協議のうえ、よいものとします。

250 
建築（構
造） 

S001 
特記仕様
１ 

４章 
地業工事 
地盤載荷
試験 

載荷試験の場所はＥ棟の根切底
（ＴＰ＋３１．５ｍ）と考えて
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

251 
構造につ
いて 

S002 
特記仕様
書２ 

 

６章コンクリート工事 ①コン
クリートの計画調合 最終行に
防水材は設備配管ピットの周囲
躯体と記載があります。防水材
の仕様及び具体的な適応範囲が
不明ですので該当なしとしてよ
ろしいでしょうか。 

防水材はベストン同等品とし、
適用範囲は設備配管ピットの地
中に接する躯体とします。 

252 
外構につ
いて 

S002 
特記仕様
書２ 

 

外構コンクリートＦＣ２４の指
示が有りますが、各詳細図に記
載の強度を適用するものとして
よろしいでしょうか。 

よろしい。 

253 建築（構 S002 特記仕様 ６章 場所打ちコンクリート杭のコン 構造体強度補正を行うものとし



 (３２)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

造） ２ コンクリ
ート工事 
計画調合 

クリート調合管理強度は構造体
強度補正を行わないものと考え
てよろしいでしょうか。 

てください。 

254 
建築（構
造） 

S002 
特記仕様
書２ 

セメント 

基礎・地中梁コンクリートにお
いて、セメントの種類は以下の
いずれでも良いものと考えて宜
しいでしょうか。 
※高炉セメントＢ種 
○中庸熱ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメントと
します。 

255 
建築（構
造） 

S002 
S310 

特記仕様
書２ 
ウエスト
２号館接
続躯体詳
細図 

コンクリ
ート工事 

ウエスト２号館接続部のコンク
リート強度は研究棟本体に倣う
ものと考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

256 
建築（構
造） 

S002 
特記仕様
書２ 

２．コンク
リートひ
び割れ 

収縮帯を設ける。（位置・巾・後
打コンクリートの仕様は図示に
よる）の記載がございますが、
図面上見当たりません。位置・
巾・後打コンクリートの仕様を
ご指示下さい。 

Ｓ００３の④その他特記事項に
記載した記述が図示に対応しま
す。仕様を直接指定するもので
はなく、施工計画をもとに対応
を検討してください。１００ｍ
程度を目安として、平面形状な
どを考慮して後打ち部分を設け
るなどの対応が考えられます。

257 
建築（構
造） 

S002､015 
特記仕様
書２ 

セメント 

ＣＦＴ充填コンクリートにおい
て、セメントの種類は以下のい
ずれでも良いものと考えて宜し
いでしょうか。 
※普通セメント 
○中庸熱ポルトランドセメント
○低熱ポルトランドセメント 

中庸熱ポルトランドセメントま
たは低熱ポルトランドセメント
とします。 

258 
建築（構
造） 

S003 
特記仕様
書３ 

④その他
特記事項 

コンクリートひび割れ対策とし
て、コンストラクションジョン
イントの計画は、各社公平の為、
同じ仕様でご指示下さい。 

施工計画をもとに対応を検討し
てください。目安として、１０
０ｍ程度に後打ち部分を設ける
などの対応が考えられます。 

259 
建築（構
造） 

S007 
S307 
S108 
～ 
S123 

構造鉄筋
基 準 図
（４） 
雑配筋詳
細図軸組
図 

ＥＸ６通
軸組図 
ＥＸ７通
軸組図 
Ｘ２通軸
組図 
～Ｘ７通
軸組図 
Ｘ１７通
軸組図 
Ｙ１通軸
組図 
Ｙ３通軸
組図 
Ｙ５通軸
組図 
ＥＹ１通
軸組図 
ＥＹ２通
軸組図 

基礎梁上端増打６００㎜以上の
配筋が不明です。軸組図に多数
６００㎜以上の増打が見られま
す。雑配筋詳細図には、軸方向
補強筋の径と継手は特記事項に
よるとあります。構造鉄筋基準
図（４）の１０－２梁の増打（２）
図１０－２－２より、Ｄ１９－
＠２５０として宜しいでしょう
か。ご指示ください。 

Ｓ２０９に記載されています。
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番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

260 
建築（構
造） 

S009､213､
215 

構造鉄骨
基 準 図
（２） 
鉄骨大梁
断面リス
ト（２） 

梁断面リ
スト 

構造鉄骨基準図（２）において、
大梁ウェブ現場溶接部の標準図
が有りますが、鉄骨大梁断面リ
スト（２）のノンブラケットタ
イプの断面切替位置の図では、
大梁ウェブに現場溶接記号が有
りません。鉄骨大梁断面リスト
（２）を正と考え大梁ウェブは
ボルト接合のみと考えて宜しい
でしょうか。 

よろしい。 

261 
建築（構
造） 

S015 
ＣＦＴ柱 
特記仕様
書 

 

ＣＦＴ充填コンクリートにおけ
る、ダイアフラム（外ダイヤを
除く）近傍の構造体強度変動を
考慮するＳ値はｍＳｎ＝７～１
２Ｎ／㎜２必要と考えて、福岡
市生コン工場の大臣認定品に合
わせて＋１０Ｎ／㎜２と考えま
すが宜しいでしょうか。（呼び強
度７０Ｎ／㎜２） 

実情に合わせてご選択してくだ
さい。 

262 
構造につ
いて 

S101 
S201 

杭状図 
杭・基礎・
マットス
ラブ断面
リスト 

 

杭、基礎伏図で、ＥＸ０、ＥＸ
１通りにＦ１４の指示がありま
すが、断面リストが不明です。
断面リストＦ４をＦ１４と読み
替えてよろしいでしょうか。 

基礎伏図のＦ１４を間違いと
し、Ｆ４とします。 

263 
建築（構
造） 

S101 
S117 

基礎伏図 
Ｙ１通り
軸組図 

Ｘ１１－
Ｘ１２ Ｙ
１ 

Ｘ１１－Ｘ１２ Ｙ１の基礎大
梁ＦＧ８６の天端は、基礎伏図
では１ＦＬ－５６０～＋７００
となっていますが、軸組図では、
１ＦＬよりマイナスとなってお
ります。基礎伏図が正と考えて
宜しいでしょうか。 

軸組図を正とし、１ＦＬ－５６
０が正です。Ｙ７通りも同様で
す。 

264 
建築（構
造） 

S101 杭伏図 
ＥＹ０通
り 

Ｐ１４の杭先端レベルはＴＰ＋
３７．６ｍとなっていますが、
共通事項の杭長は８ｍを優先す
るとＴＰ＋２９．６ｍとなりま
す、どちらか御指示下さい。 

ＴＰ＋２９.６ｍとします。 

265 
建築（構
造） 

S101 杭伏図 
ＥＹ０通
り 

Ｐ１４の杭頭レベルは１ＦＬ＋
１，５００と考えてよろしいで
しょうか。 

よろしい。 

266 
建築（構
造） 

S101 
S202 

基礎伏図 

ＥＹ０通
り 
基礎断面
リスト 

Ｆ１４の基礎リストを御指示下
さい。 

Ｆ４とします。 

267 
建築（構
造） 

S101 
S102 

基礎伏図、 
Ｃ棟～Ｅ
棟基礎伏
図・Ａ棟Ｂ
棟１階伏
図・２階伏
図 

共通事項 

ＲＣ小梁の上端レベルが不明で
すが、取り合うスラブと同レベ
ルと考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

268 
建築（構
造） 

S102 
Ｃ棟Ｅ棟
基礎伏図 
２階伏図 

Ｘ１－Ｘ
２ 
ＥＹ０－

２階伏図、Ｘ１－Ｘ２ ＥＹ０－
ＥＹ１に、小梁Ｂとありますが、
リストにございません。 

ＥＶピット受けでＢは必要で
す。 
小梁ＢはＢ４とし、新たに断面



 (３４)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

ＥＹ１ Ｃ棟Ｅ棟基礎伏図に、ＦＢ１が
あります。この小梁Ｂは、不要
と考えて宜しいでしょうか。 

Ｂ４を下に示します。 
Ｂ４：４００×２２００、上下
端筋６－Ｄ２５、ＳＴ筋□-Ｄ１
３＠２００、腹筋４×２-Ｄ１０
さらに、各ＥＶピットのスラブ
をＳ３に変更し、下記の断面と
します。 
Ｓ３：ｔ＝２５０、主筋上下Ｄ
１３＠２００、配力筋上下Ｄ１
３＠２００ 
また、ＦＢ１も基礎梁レベルに
あります。 

269 
建築（構
造） 

S102 
S113 
S113 

２階伏図 
１５通り
軸組図 
１７通り
軸組図 

Ｘ１４－
Ｘ１５，－
Ｙ１ 
Ｘ１６－
Ｘ１７，－
Ｙ１ 

Ｘ１４－Ｘ１５，－Ｙ１、Ｘ１
６－Ｘ１７，－Ｙ１の地中梁Ｆ
Ｂ１０の天端レベルは、２階伏
図では１ＦＬ－４５０となって
いますが、軸組図では、２ＦＬ
－１００となっております。２
階伏図が正と考えて宜しいでし
ょうか。 

よろしい。 

270 
建築（構
造） 

S102 ２階伏図 Ａ棟 
Ｘ２３～Ｘ２４間のＹ１～Ｙ２
間及びＹ５～Ｙ６間の間柱符号
が不明です。ご指示願います。

ダクト目隠し壁受け材です。Ｓ
１０２に記述しているように柱
材はＰ８です。 

271 
建築（構
造） 

S102 ２階伏図 Ａ棟 

Ｘ２１～Ｘ２２間のＹ６～Ｙ７
間の吹抜け部分にＳＧ１があり
ますが、それらしき部材が見当
たりません。該当なしと考えて
宜しいでしょうか。 

Ｘ７通りＸ２１-２２間にＳＧ
１はあります。伏図(Ｓ１０２)、
軸組図（Ｓ１２３）、詳細図(Ｓ
３０３)すべてでＳＧ１があり
ます。 

272 
建築（構
造） 

S102 ２階伏図 Ｂ棟 

Ｘ１６通りとＸ１７通りのＹ３
～Ｙ５通りの梁符号がＳＧ１３
０になっていますが、２階の梁
リストにございません。ＳＧ１
３１と読み替えて宜しいでしょ
うか。 

よろしい。 

273 
建築（構
造） 

S103 ～
107､302 

南側階段
詳細図 

Ａ・Ｃ階段
詳細図 

南側階段詳細図において、Ｙ１
＋４５００㎜にＳＢ４０に記載
がございますが、伏図ではＳＢ
６０または、ＳＢ６０Ａとあり
相違します。伏図を正と考えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

274 
建築（構
造） 

S107 
ＰＨ２階
伏図 

Ａ棟 

Ｘ２４通りのＹ５～Ｙ６間のＳ
Ｇ１０７が－３００の指示です
が軸組図は－１６５です。軸組
図を正と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

275 
建築（構
造） 

S107 
ＰＨ１伏
図 

Ａ・Ｂ棟 

ＳＢ３０（フランジ幅３００㎜）
の梁上にＰ３（３００角）が立
ち上がりますがＳＢ３０で問題
ないでしょうか。 

下図の箇所をＳＢ７０(番号３
０４質疑に断面を回答)に変更
します。 
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番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

 
 
 
 
 
 
 

276 
建築（構
造） 

S107 
ＰＨ１伏
図 

Ａ・Ｂ棟 

ＳＢ３０の梁上にＰ３が立ち上
がりますが取合い接合方法をご
指示下さい。 

番号２７５の回答により該当箇
所をＳＢ３０からＳＢ７０に変
更しているため、標準の接合方
法で問題ありません。 

277 
建築（構
造） 

S107､215 
鉄骨大梁
断面リス
ト（４） 

Ａ棟吹抜
廻り 

ＰＨＲＦＬのＳＧ２４の部材リ
ストがございません。ＳＧ１３
０と同じと考えまて宜しいでし
ょうか。※ＳＧ１３０ 全断面：
Ｈ－４００×２００×８×１３

ＳＧ１３０、ＳＧ２４ ＰＨＲＦ
ＬをＨ-６００×２００×１１
×１７（ＳＮ４９０Ｂ）としま
す。 

278 
建築（構
造） 

S109～116 
Ｘ７～Ｘ
２４通り
軸組図 

共通事項 

Ｘ７～Ｘ２４通り軸組図の共通
事項のＡＬＣ外装受け材につい
て、タテ材サイズが□－１５０
×１５０×１０と記載されてい
ますが、鋼材メーカーによると
入手が困難なため、□－１５０
×１５０×９と読み替えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

279 
建築（構
造） 

S109 ～
116､301 

Ｘ・Ｙ通り
軸組図・鉄
骨詳細図 

１階・２階
レベル 

共通事項にて基礎天端からベー
スプレート下端までの寸法がＹ
通り軸組図では、－２７００㎜、
Ｘ通り軸組図では＋５０ｍｍ、
鉄骨詳細図では＋５５㎜となっ
ています。＋５０ｍｍを正と考
えますが宜しいでしょうか。 

よろしい。 

280 
建築（構
造） 

S112 
S117 
S121 

 

Ｘ１２通
軸組図 
Ｙ１通軸
組図 
Ｙ６通軸
組図 
Ｙ７通軸
組図 

軸組図に、高さ４０００を超え
る基礎梁上増打が見られます
が、配筋は、番号２５９の質疑
で見られるとおりとして宜しい
でしょうか。 

Ｓ２０９に示している増し打ち
要領と同じでよいものとしま
す。 

281 
建築（構
造） 

S117 
Ｙ１通り
軸組図 

Ａ棟 

５ＦＬ梁下にＳＢ１５がござい
ますが詳細図がございません。
ＳＢ１５を４本のみ見込むもの
と考えて宜しいでしょうか。 

Ｙ１通りＡ棟天井受け材のＳＢ
３５、ＳＢ１５はレベルが間違
っています。正しくは、ＳＢ３
５：３ＦＬ－１５００（詳細図
Ｓ３０３）、ＳＢ１５：４ＦＬ－
１７００（詳細図Ｓ３０３）と
なります。 

282 
建築（構
造） 

S118 
Ｙ２通り
軸組図 

Ｂ棟 

２階～６階Ｘ１３～Ｘ１８間の
小梁符号が伏図と相違します。
伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか。 

よろしい。 

283 
建築（構
造） 

S119 
S120 

Ｙ３，Ｙ５
通り軸組
図 

共通事項 
Ｙ３、Ｙ５通り軸組図の共通事
項のＡＬＣ外装受け材につい
て、タテ材の材質がＳＮ４８０

ＳＮ４９０Ｂです。 
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番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

Ｂと記載されていますが、タテ
材の材質はＳＳ４００と考えて
宜しいでしょうか。 

284 
建築（構
造） 

S119 
S120 

Ｙ３，Ｙ５
通り軸組
図 

共通事項 

タテ、ヨコ材のサイズがＨ－１
５０×１５０×７×１１と記載
されていますが、Ｈ－１５０×
１５０×７×１１はＨ形鋼規格
サイズにございません。Ｈ－１
５０×１５０×７×１０と読み
替えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

285 
建築（構
造） 

S119･120 軸組図 共通事項 

ＡＬＣ外装受け材の部材が「Ｈ
－１５０×１５０×７×１１」
となっていますが「Ｈ－１５０
×１５０×７×１０」と読み替
えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

286 
建築（構
造） 

S119･120 軸組図 共通事項 

番号２８５の質疑に関してタテ
材の材質が「ＳＮ４８０Ｂ」と
なっていますが「ＳＮ４９０Ｂ」
と読み替えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

287 
建築（構
造） 

S121 
Ｙ６通り
軸組図 

Ａ・Ｂ棟 
２階・３階の小梁符号が伏図と
相違します。伏図を正と考えて
宜しいでしょうか。 

よろしい。 

288 
建築（構
造） 

S123 
Ｙ７通り
軸組図 

Ｂ棟 

Ｘ１２～Ｘ１３間のＳＧ１６梁
レベルが伏図（ＦＬ＋２００㎜）
と軸組図（ＦＬ±０㎜）で相違
します。伏図（ＦＬ＋２００㎜）
の梁レベルを正と考えますが宜
しいでしょうか。 

伏図の四角内の数値は、共通事
項６で示すように、スラブ天端
レベルを示しています。鉄骨天
端レベルは左端にある（鉄骨天
端レベル）を参照するため、Ｐ
Ｈ１階Ｙ１フレーム、Ｙ７フレ
ームは鉄骨天端レベル±０が正
です。 

290 
建築（構
造） 

S213､301 

ＣＦＴ柱
断面リス
ト・鉄骨詳
細図 

共通事項 

通しダイアフラムにて、柱断面
リストでは「板厚４０㎜を超え
る場合、ＴＭＣＰ３２５Ｃ」と
ありますが、詳細図では「板厚
４０㎜以上はＴＭＣＰ３２５
Ｃ」とあります。４０㎜を超え
る場合は、ＴＭＣＰ３２５Ｃと
考えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

291 
建築（構
造） 

S214 
鉄骨大梁
断面リス
ト（１） 

梁断面リ
スト 

３～５ＦのＳＧ９にて中央材が
Ｈ－８００×４００×１４×３
６ですが規格サイズが無い為、
ＢＨ－８００×４００×１６×
３６と読み替えて宜しいでしょ
うか。 

Ｈ－８００×４００×１６×３
６です。 

292 
建築（構
造） 

S214 
鉄骨大梁
断面リス
ト（１） 

梁断面リ
スト 

鉄骨大梁断面リスト（１）に有
る３～５ＦＬ ＳＧ９の中央部
のサイズＨ－８００×４００×
１４×３６は外法Ｈ形鋼規格サ
イズにございません。ＢＨ８０
０×４００×１４×３６と読み
替えて宜しいでしょうか。 

Ｈ－８００×４００×１６×３
６です。 

293 建築（構 S215 鉄骨大梁 ５．大梁端 大梁端部補強要領にてＨＬ寸法 ４５度とします。 



 (３７)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

造） 断面リス
ト（２） 
 

部補強要
領 

から先の斜め部寸法が不明で
す。全て２００㎜と考えて宜し
いでしょうか。 

294 
建築（構
造） 

S215 
鉄骨大梁
断面リス
ト（２） 

ウェブ継
手リスト 

ピン接合の場合、大梁ウェブ継
手リストと同じ考えで宜しいで
しょうか。（厚み・形状共） 

よろしい。 

295 
建築（構
造） 

S215 
鉄骨大梁
断面リス
ト（２） 

共通事項 
高力ボルトが「Ｆ１０Ｔ」とあ
りますが「Ｓ１０Ｔ」と読み替
えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

296 
建築（構
造） 

S215 
鉄骨大梁
断面リス
ト（２） 

鉄骨大梁
ウェブ継
手リスト 

ＳＧ２２（Ｈ－３００×３００
×１０×１５）の継手が不明で
す。御指示願います。 

ＳＧ２２はＳ３０２図のＢＨ－
３００×３００×１２×２８を
正とし、ノンブラケットタイプ
のウェブ継手はＰＬ-１２×１
８０×１６５ ３－Ｍ２２（Ｓ１
０Ｔ）とします。 

297 
建築（構
造） 

S215 
鉄骨大梁
断面リス
ト（２） 

梁断面リ
スト 

鉄骨大梁断面リスト（２）に有
るＳＧ２２（Ｈ－３００×３０
０×１０×１５）の継手が不明
です。ノンブラケットタイプの
ウェブ継手はＰＬ－９×１８０
×１０５ ２－Ｍ２２（Ｓ１０
Ｔ）と考えて宜しいでしょうか。

ＳＧ２２はＳ３０２図のＢＨ－
３００×３００×１２×２８を
正とし、ノンブラケットタイプ
のウェブ継手はＰＬ-１２×１
８０×１６５ ３－Ｍ２２（Ｓ１
０Ｔ）とします。 

298 
建築（構
造） 

S215､219 
部材断面
リスト 

共通事項 

大梁端部ピン接合の場合とあり
ますが、Ｓ－２１５図の右図の
共通事項の上図のピン接合方法
との大梁の使い分けがわかりま
せん。使い分けをどのように考
えれば宜しいでしょうか。ご指
示願います。 

Ｓ２１９の鉄骨継手リストに示
された符号の部材以外はＳ２１
５の鉄骨大梁ウェブ継手リスト
に従うものとします。 

299 
建築（構
造） 

S216､217 

鉄骨大梁
断面リス
ト （ ３ ）
（４） 

梁断面リ
スト 

鉄骨大梁断面リストにおいて、
４ＦＬの大梁ＳＧ１０４、２，
３ＦＬの大梁ＳＧ１２３，ＳＧ
１２４の端部フランジは４５㎜
と表記されていますが、４０㎜
を超える場合はＴＭＣＰ３２５
Ｂと考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

300 
建築（構
造） 

S217 
鉄骨大梁
断面リス
ト（４） 

備考 

「ＳＧ１２８」と「ＳＧ１２９」
の断面切り替え位置が不明で
す。 
共に「１８００」と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

301 
建築（構
造） 

S217 
鉄骨大梁
断面リス
ト（４） 

梁断面リ
スト 

大梁にてＢＨの板厚が４０㎜を
超える場合はＴＭＣＰ３２５Ｂ
と考えますが宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

302 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

梁断面リ
スト 

ＳＣＧ１０がＨ－５００×３０
０×１１×１８とありますが、
外法の規格サイズに無い為、Ｂ
Ｈ－５００×３００×１２×１
９と読み替えて宜しいでしょう
か。 

Ｈ-５００×３００×１２×２
２とします。 

303 建築（構 S219 部材断面 梁断面リ ＳＢ６０がＨ－６００×２００ よろしい。 



 (３８)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

造） リスト スト ×１１×１６とありますが、規
格サイズに無い為、Ｈ－６００
×２００×１１×１７と読み替
えて宜しいでしょうか。 

304 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

部材継手
リスト 

ＳＢ７０の部材が不明です。部
材及び継手を指示願います。 

Ｈ-７００×３５０×１４×２
５（ＳＳ４００）Ｇ.ＰＬ-１６
７Ｍ-２０とします。 

305 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

部材継手
リスト 

ＳＣＧ５とＳＣＧ５Ａの板厚が
１３×２１になっていますが１
６×２２と読み替えて宜しいで
しょうか。 

よろしい。継手を下記のとおり
とします。 
ＳＣＧ５ 
ボルト径Ｍ２０フランジ５×４
外添板１２×４００×６５０ 
内添板１６×１７０×６５０ 
ウェブ４×３ 
添板１６×２６０×４１０ 

306 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

部材継手
リスト 

継手リストにてＳＣＧ５とＳＣ
Ｇ５Ａが同部材としてあります
が、部材リストでは、フランジ
幅が異なります。部材リストを
正と考えて宜しいでしょうか。
合わせて継手のご指示を願いま
す。 

ＳＣＧ５Ａの継手を下記のとお
りとします。 
ＳＣＧ５Ａ 
ボルト径Ｍ２０フランジ７×２
外添板１６×３００×７１０ 
内添板１６×１１０×７１０ 
ウェブ４×３ 
添板１６×２６０×４１０ 

307 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

部材継手
リスト 

継手リストのウェブでボルト本
数と添板寸法が相違します。添
板寸法とボルト本数を正としＰ
ｃを調整と考えて宜しいでしょ
うか。 
※ＳＣＧ１１－６０→９０、Ｓ
Ｂ６０－６０→１２０ 

下記のとおりとします。 
ＳＣＧ１１ Ｐｃ ６０ ウェブ
ボルト３×２ 
ＳＢ６０ Ｐｃ ９０ ウェブボ
ルト５×２ 

308 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

部材継手
リスト 

継手リストのＳＢ３５にてフラ
ンジ外添板の幅が１５０になっ
ていますが１７５と読み替えて
宜しいでしょうか。 

下記のとおりとします。 
フランジボルト３×２ 
外添板９×１７５×４１０ 
内添板９×７０×４１０ 
ウェブボルト４×１ Ｐｃ ６０
添板６×２６０×１７０ 

309 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

共通事項 

ＳＢ梁とＣＧ梁及びＣＢ梁の柱
からと梁からの剛接部の継手距
離の基準が不明です。ご指示願
います。（詳細図指示部以外） 

柱面、梁面から５００mmとしま
す。 

310 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

ｄタイプ 
ｄタイプにてＰＬ－９とありま
すが、Ｇ・ＰＬと同厚と考えて
宜しいでしょうか。 

ＰＬ-９とＧ・ＰＬの厚い方とし
ます。 

311 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

共通事項 

小梁（ＳＢ梁）の剛接の場合、
端部材の材質は中央材と同じＳ
Ｓ４００と考えて宜しいでしょ
うか。 

ＳＮ４００Ｂとします。 

312 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

共通事項 

小梁剛接合部詳細にて、取り合
う梁成が異なる場合でＰＬ－１
９の指示がありますが、取付く
梁（端部材）のウェブ厚以上で
ＳＳ４００と考えて宜しいでし
ょうか。 

よろしい。 



 (３９)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

313 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

共通事項 

小梁（ＳＢ梁）に剛接の小梁が
取付いた場合の母材の小梁はＳ
Ｓ４００と考えて宜しいでしょ
うか。 

ＳＮ４００Ｂとします。 

314 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

Ｐ３ 
Ｐ３のベースが部材と同幅にな
っていますが、かど継手と考え
て宜しいでしょうか。 

Ｂ.ＰＬ-１６×６００×６００
とします。 

315 
建築（構
造） 

S219 
部材断面
リスト 

Ｐ８継手 
Ｐ８のピン接合の継手が不明で
す。ＰＬ－１２ ２－Ｍ２０と考
えて宜しいでしょうか。 

Ｇ.ＰＬ-９ ４-Ｍ１６(Ｆ８Ｔ)
とします。 

316 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

梁断面リ
スト 

鉄骨部材断面リストに有る片持
ち梁ＳＣＧ１０のＨ－５００×
３００×１１×１８はＨ形鋼規
格サイズにござません。ＳＨ－
５００×３００×１２×１９と
読み替えて宜しいでしょうか。

Ｈ-５００×３００×１２×２
２とします。 

317 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

梁断面リ
スト 

鉄骨部材断面リストに有る小梁
ＳＢ１０のＨ－１００×１００
×６×９はＨ形鋼規格サイズに
ございません。Ｈ－１００×１
００×６×８と読み替えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

318 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

梁断面リ
スト 

鉄骨部材断面リストに有る小梁
ＳＢ６０のＨ－６００×２００
×１１×１６はＨ形鋼規格サイ
ズにございません。Ｈ－６００
×２００×１１×１７と読み替
えて宜しいでしょうか。 

よろしい。 

319 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

鉄骨部材
断面リス
ト 

鉄骨柱Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５、
Ｐ１０にふさぎＰＬ－１９の記
載がございますが、柱のふさぎ
位置が不明でサイズが積算でき
ません。使用部位をご指示下さ
い。 

柱の端部のガセットプレート部
分の小口ふさぎを示します。 
Ｐ１：２ＰＬ-１９×３５０×１
７５、Ｐ２：２ＰＬ-１９×２５
０×１２５、Ｐ３：２ＰＬ-１９
×３５０×１７５、Ｐ５：２Ｐ
Ｌ-１９×４５０×２２５、Ｐ１
０：２ＰＬ-１９×２２５×１１
５ 

320 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

鉄骨部材
断面リス
ト 

番号３１９の質疑に関して、ふ
さぎＰＬ－１９の材質は、ＳＳ
４００と考えてよろしいでしょ
うか。 

よろしい。 

321 
建築（構
造） 

S219 
鉄骨部材
断面リス
ト 

Ｃタイプ
詳細図 

鉄骨部材断面リストの横補剛材
詳細Ｃタイプの図において、ブ
ラケットタイプの表記となって
いますが、ノンブラケットタイ
プと考えて宜しいでしょうか。

よろしい。 

322 
建築（構
造） 

S220 

Ｒ Ｃ 小
梁・スラ
ブ・壁断面
リスト 

Ｇ１０５ 

大梁Ｇ１０５のリストにおい
て、断面とリストの主筋の本数
が相違しております。リストの
上下筋共１２－Ｄ３２を正と考
えて宜しいでしょうか。 

１６-Ｄ３２を正とします。 

323 建築（構 S301 鉄骨詳細 ＦＬライ ＥＸ３通り鉄骨詳細図の座屈拘 よろしい。 



 (４０)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

造） 図 ン 束ブレース取合い部の大梁継手
がブラケットタイプとノンブラ
ケットタイプの両方表記されて
いますが、座屈拘束ブレース取
合い部大梁はブラケットタイプ
と考えて宜しいでしょうか。 

324 
建築（構
造） 

S302 詳細図 Ｂ断面図 

ＳＢ４０Ｂ取合いがＰＬ－９と
なっていますが、部材リストで
はＰＬ－１９です。部材リスト
を正と考えて宜しいでしょう
か。 

よろしい。 

325 
建築（構
造） 

S302 詳細図 
３階庇詳
細図 

ＳＢ１５は全てピン接合と考え
て宜しいでしょうか。 

ピン接合、剛接合は、共通事項
３で示している鉄骨表示のとお
りです。 
(Ｘ８-４５００、Ｙ１＋３２０
０)、(Ｘ１２、Ｙ＋３５００)、
(Ｘ８-７０１５、Ｙ１)、(Ｘ１
２＋３０４５、Ｙ１)は剛接で
す。 

326 
建築（構
造） 

S303･102 
詳細図・２
階伏図 

Ａ棟Ｙ５
通り 

吹抜け設備ダクト目隠し壁受け
材の柱材が伏図ではＰ８（Ｈ－
２００×２００）ですが、詳細
図では、Ｈ－２００×１００と
相違しています。伏図のＰ８を
正と考えて宜しいでしょうか。

Ａ棟１、２階の柱材のみＰ８と
します。 

327 
建築（構
造） 

S308 
階段詳細
図 

鉄骨部材
断面リス
ト 

ｇＧ１の継手が不明です。ＳＣ
Ｇ１２と同じ形状と考えて宜し
いでしょうか。 

よろしい。 

328 
建築（構
造） 

S310 

ウエスト
２号館接
続躯体詳
細図 

部材段面
リスト 
基礎部詳
細図 

ウエスト２号館接続部の鉄骨柱
ＣＷ１のアンカー詳細が不明で
す。 
アンカー径、本数をご指示下さ
い。 

４-Ｍ２０ Ｌ＝７００としま
す。 

329 
建築（構
造） 

S310 

ウエスト
２号館接
続躯体詳
細図 

既存取合
部 

ウエスト２号館接続部の既存ス
ラブを３００ｍｍ程度はつり取
りフレア溶接すると指示ありま
すが、はつらない部分の取合部
は緩衝材にスタイロフォームｔ
２５程度が必要と考えて宜しい
でしょうか。 

よろしい。なお、落下防止のた
めに下部にプレート４.５mmを
設置してください。 

330 
実施設計
図書 

E014   

Ｅ－０１４に照明制御盤の配置
がありますが、仕様書及びＥ－
３７９情報通信総合盤に配置が
有りません。照明制御盤は無い
という理解で宜しいですか。 

照明制御盤は不要です。中央監
視室にリモコンスイッチ１２回
路を設置してください。 

331 
実施設計
図書 

E344   

Ｅ－３４４の動力変圧器の結線
がΔ－Ｙとなっていますが、標
準品のＹ－Δ結線でという理解
で宜しいでしょうか。 

図面が間違いです。Ｙ－△結線
とします。 

332 
実施設計
図書 

E426   

Ｅ－４２６映像音響設備の工事
区分にて電動スクリーン取付、
正面スピーカ取付、天井スピー
カ取付とありますが、平面図Ｅ

機器については、備品等調達業
務とし、調達備品等リストを参
照してください。 



 (４１)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

－４２７、４２８では別途工事
になっています。見積りは機器
取付までと理解しています。見
積区分をご指示ください。 

333 
映像・音響
設備の機
器姿図 

E430 
映像音響
設備 機器
姿図 

 

３月１５日受領致しました機器
姿図Ｅ－４３０で、斜線で表示
されている機器は全て本事業か
らは、別途工事という理解で宜
しいでしょうか。 

機器については、備品等調達業
務とし、調達備品等リストを参
照してください。 

334 
中央監視
設備 

E453 

中央監視
設備総合
研究棟（理
学系）シス
テム構成
図（１） 

 

中央監視設備Ｅ－４５３の特記
事項にて、「総合研究棟（理学系）
新営 その他工事に伴い、既設施
設予約システム（箱崎）・既設エ
ネルギー管理システム（箱崎）
両システムの支援（データベー
ス作成）を本工事とする。」とあ
りますが、既存メーカーが不明
でございます。既存メーカーの
ご教授をお願いします。 

工事の対象外です。平成２５年
４月１０日に、大学のＨＰにお
いて公表しました。 

335 
実施設計
図書 

E505   

Ｅ－５０５機器表のＨ３２配電
盤ＶＣＢ×２は既設があり、機
器の設定、調整は別途工事と理
解していますが宜しいでしょう
か。 

既設ＶＣＢに高圧ケーブルを接
続、保護協調等の設定、調整は
本工事とします。 

336 
実施設計
図書 

E514   

Ｅ－５１４機器表にて２６のセ
キュリティポール設備用ＥＩＡ
ラックの増設とありますが、Ｅ
－５１４のラックは既設となっ
ていますので既設ラックとして
積算する形で考えておりますが
宜しいでしょうか。（本工事の場
合は仕様をご指示願います。） 

既設ラックを使用するものとし
ます。 

337 
実施設計
図書 

E515   

Ｅ－５１５工事の範囲１にてセ
キュリティポールは２台設置と
ありますが、系統図では１台分
の増設です。平面図にも配置が
ありません。見積では２台設置、
配置は外灯設備の外灯が配置さ
れている範囲に設置という条件
で考えておりますが宜しいでし
ょうか。また、設置数量、機器
配置をご指示願います。 

１台設置してください。設置後
の管理は大学で行います。機器
配置は別紙を参照してくださ
い。 

338 
機械設備
（空調設
備） 

特1 
特記仕様
－１ 

ダクト保
温 

全熱交換器系統のダクトについ
て、ＥＡ排気系統およびＳＡ給
気系統の保温範囲が不明です。
御指示願います。 

ＥＡ排気系統およびＳＡ給気系
統の保温は不要とします。 

339 
機械設備 
（衛生空
調設備） 

特1 
特記仕様
－１ 

外装材 

保温材外装について、実験室等
の直天エリアはステンレスと
し、屋外はガルバリウム鋼板と
して宜しいでしょうか。御指示
願います。 

よろしい。 

340 
制気口の
仕様につ

特2 
特記仕様
書－２ 

 
図面番号 特－２において吹出
口・吸込口は結露防止型と記載

結露防止型はないものとしま
す。 



 (４２)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

いて されていますが、図面番号Ｍ－
０７１～０８０の制気口リスト
には結露防止型と記載されてお
りません。結露防止型はないも
のと考えてよろしいでしょう
か。 

341 
機械設備
（衛生設
備） 

特2 
M321 

特記仕様
－２ 
給排水設
備桝リス
ト 

配管材料 
凡例 

トイレ洗浄水の配管材料が、特
記仕様－２ではＳＧＰ－ＶＢ、
給排水設備桝リストでは水道用
ステンレス鋼鋼管となっており
相違します。特記仕様書を正と
して宜しいでしょうか。御指示
願います。 

特記仕様書を正とします。 

342 
機械設備
（衛生設
備） 

特2 
M321 

特記仕様
－２ 
給排水設
備桝リス
ト 

配管材料 
凡例 

実験排水管の配管材料が、特記
仕様－２ではＳＧＰ－ＶＢ、給
排水設備桝リストでは水道用ポ
リエチレン紛体ライニング鋼管
（ＰＢ）となっており相違しま
す。特記仕様書を正として宜し
いでしょうか。御指示願います。

特記仕様書を正とします。 

343 
機械設備
（衛生設
備） 

特2 
M321 

特記仕様
－２ 
給排水設
備桝リス
ト 

配管材料 
凡例 

屋外排水の配管材料が、特記仕
様－２では硬質塩化ビニルリサ
イクル三層管、給排水設備桝リ
ストでは下水道用硬質塩化ビニ
ル管（ＶＵ）となっており相違
します。特記仕様書を正として
宜しいでしょうか。御指示願い
ます。 

特記仕様書を正とします。 

344 
機械設備
（衛生設
備） 

特2 
M323～327 

特記仕様
２ 
器具表 

配管材料 
再生水仕
様器具 

衛生器具が再生水仕様になって
おりますが、特記仕様書には配
管識別について記載がありませ
ん。洗浄水配管は部分的なラベ
ル表示以外の識別塗装等は不要
と考えて宜しいでしょうか。御
指示願います。、 

よろしい。 

345 
機械設備
（衛生設
備） 

特3 
特記仕様
３ 

工事区分
表 

工事区分表内に消火器の記載が
ありませんが、別途工事と考え
て宜しいでしょうか。必要な場
合、工事区分と必要個数を御指
示願います。 

消火器本体の設置（購入）につ
いては、備品等調達業務となり
ます。仕様等については、平成
２５年４月１５日に、競争参加
資格を認められた者に配布しま
した【資料１０】調達備品等リ
ストによるものとします。 

346 

実施設計
図書 
（空調・換
気設備機
器表） 

M002   

Ｒ－１（空冷ＨＰチラー）の型
式に高効率型とありますが、高
効率な冷媒Ｒ４０１Ａを使用し
ている機器を使用することで宜
しいでしょうか。 

設計図と同等の仕様、かつ、冷
媒のオゾン層破壊係数が“０”
であれば、選定事業者の提案に
よるものとします。 

347 
機械設備
（空調設
備） 

M074他 
制気口リ
スト 

アネモ 
アネモの形状型式について記載
がなく不明です。御指示願いま
す。 

Ｃ２型とします。 

348 
（換気ダ
クト設備） 

M089,090,
095 

  
ＯＡダクトに「ＯＤ」と記載さ
れたダンパーがありますが、ど
のようなダンパーなのかが不明

(株)ダイリツ ワンタッチダン
パーの同等品とします。 



 (４３)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

でございます。ダンパーの仕様
がわかる資料をご提示下さい。

349 
既設配管
接続につ
いて 

M320 
給排水設
備 屋外配
管図 

 

図面番号Ｍ－３２０において、
上水・洗浄水・実験水配管を既
設配管より分岐するようになっ
ておりますが、取り出し用のバ
ルブは御座いますか、もしなけ
れば、昼間で断水作業は可能な
のでしょうか。ご教授願います。

取り出し用の分岐バルブは有り
ます。 

350 
機械設備
（衛生設
備） 

M320 
屋外配管
図 

本管分岐
部 

給水配管（上水、洗浄水、実験
水）本管からの分岐について、
何れも既設本管に分岐バルブが
施工済みと考えて宜しいでしょ
うか。御指示願います。 

取り出し用の分岐バルブは有り
ます。 

351 
屋外散水
栓につい
て 

M320･325･
327 

給排水設
備 屋外配
管図他 

 

図面番号Ｍ－３２０・３２５・
３２７において、屋外に散水栓
が御座いませんが、不要という
理解でよろしいでしょうか。 

追加します。平成２５年４月１
０日に、大学のＨＰにおいて公
表しました。 

352 
機械設備
（衛生設
備） 

M322 機器表 
ＥＨ－１ 
電気温水
器 

ＥＨ－１電気温水器ＲＥＷＳ０
３Ａ１ＢＨＭ１について、メー
カー確認したところ、付属品に
記載されている熱湯付混合栓の
対応が不可です。熱湯付混合栓
は不要と考えて宜しいでしょう
か。必要な場合、機種再選定を
お願い致します。 

湯沸器を飲用・洗い物用の両用
とし、参考型番を日本イトミッ
クＥＳＤの同等品とします。 

353 
機械設備
（衛生設
備） 

M323～327 器具表 
Ｌ－５ 
洗面化粧
台 

Ｌ－５洗面化粧台ＬＤＡ６０４
ＢＭＮについて、メーカー確認
したところ生産終了品との事
で、後継品ＬＤＡ６０６ＢＥＡ
を見込みますが宜しいでしょう
か。不可な場合、機種再選定を
お願い致します。 

後継品ＬＤＡ６０６ＢＥＡでも
よいものとします。 

354 

実施設計
図書 
（消火設
備） 

M407   

消火配管が「以降、既存棟ポン
プへ」と記載されていますが、
既存ポンプ棟までの配管長が不
明です。配管長をご教授願いま
す。 

給水設備（Ｍ３２９）と同様の
位置に分岐用バルブ施工済で
す。 

355 

プロジェ
クトスペ
ースの工
事範囲に
ついて 

M407～414 
消火設備 
平面図 

 

図面番号Ｍ－４０７～４１４
（消火設備）にプロジェクトス
ペース部分は別途工事と記載が
ありますが、記載内容について
ご教授下さい。 

別途工事ではなく、すべて本工
事とします。 

356 
クレーン
設備の使
用 

M459 
クレーン
設備 

 

各所に設置するクレーン設備を
使用される頻度を御教示願いま
す。また、日常の作業開始前点
検については大学が行うものと
の理解でよろしいでしょうか。

作業開始前点検は大学側で実施
します。また、クレーン設備の
使用頻度は、下記のとおりです。
（Ａ-１０４室） 
機器据付、故障、調整、点検時
にクレーンを１か月に１～３日
使用します。 
（Ｄ-２０６-１室） 
機械のヘッドやチャックの交換
及び重量加工材料の機器への設



 (４４)

番
号 

質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

置にクレーンを１か月に１～５
日使用します。 
（Ｄ-２０６-２室） 
重量物の姿勢を変えたり完成品
の搬出にクレーンを１か月に１
～５日使用します。 

357 
クレーン
設備工事
について 

M459･460 
クレーン
設備 

 
図面番号Ｍ－４５９・４６０の
クレーン設備の参考メーカーを
ご教授下さい。 

（株）キトーです。 

 

⑩ その他に関する質問回答 

 

番
号 

質問項目 － － － － － － － － 質 問 回 答 

358 

民間付帯事業の
違約金について 
（入札説明書等
に関する質問回
答（追加）Ｎｏ．
５２） 

     

違約金額をご教示下さい。 違約金については、平成２５年
４月１０日に公表した「事業契
約書（案)における民間付帯事業
に関する基本的な考え方」によ
るものとします。 

359 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（追加）
Ｎｏ．９９） 

     

「大学としては、防災センター
従事者に、特段の有資格者の選
任配置を求めていませんが、選
定事業者の業務（運営業務及び
提案業務を含む。）を実施するに
あたって必要（法令等により業
務を行う者の資格が定められて
いる場合を含む。）となる有資格
者がある場合には、選任配置す
るものとします。」と回答があり
ますが、有資格者の配置が絶対
条件ではないということは、本
事業の自衛消防組織の組成につ
いては大学側で行うという理解
でよろしいでしょうか。 

自衛消防組織の組成については
大学で行うものとし、選定事業
者は、これに参加するものとし
ます。 

360 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（追加）
Ｎｏ．１１２） 

     

「・・・事業者にて選任が必要
な資格があればお示し下さい。
（例：防火管理者、建築物環境
衛生管理技術者、電気主任技術
者等）」という質問に対し、「大
学としては、特段の有資格者の
選任配置を求めていませんが、
選定事業者の業務（運営業務及
び提案業務を含む。）を実施する
にあたって必要（法令等により
業務を行う者の資格が定められ
ている場合を含む。）となる有資
格者がある場合には、選任配置
するものとします。」と回答があ
りますが、電気主任技術者につ
いては、伊都キャンパス全体で
大学側の選任者がいるとの理解
で、本事業では事業者による選

電気主任技術者については、選
定事業者側で選任することな
く、大学側で選任するものとし
ます。ただし、建築物環境衛生
管理技術者については、選定事
業者側で選任してください。 



 (４５)

任は必要ないという理解でよろ
しいでしょうか。 

361 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（第１回
目）Ｎｏ．１２４） 

     

「清掃業務の対象範囲は、廊
下・階段及び・・・会議室及び
不特定の者が入れ替わり利用す
る部分とし、研究室・・・プロ
ジェクトスペース及び特定の者
が継続的に利用（入居）する部
分の内部は除くものとします。」
と回答がありましたが、「特定の
者」の定義を御教示願います。

ここでの「特定の者が」とは、
具体的な「組織」、「人物」等を
指すものではなく、一定の期間
「同じ者が」、「限られた者が」
という意味です。 

362 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（第１回
目）Ｎｏ．１２５） 

     

共用部のごみ箱は【資料１０】
調達備品等リストに記載がない
場合は大学側で設置していただ
けるとの回答でしたが、ごみ箱
の修繕・更新についても大学が
行うという理解でよろしいでし
ょうか。 

ご理解のとおりです。 

363 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（第１回
目）Ｎｏ．１２５） 

     

共用部のごみ箱は【資料１０】
調達備品等リストに記載がない
場合は大学側で設置していただ
けるとの回答でしたが、大学が
想定されている共用部に設置す
るごみ箱の設置場所及び個数、
大きさを御教示願います。 

ゴミ箱はリフレッシュスペース
に設置するものとし、１か所あ
たり４個、建物全体で２９２個
となります。 

364 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（第１回
目）Ｎｏ．１２７） 

     

想定される諸室、区画の使用時
間として「原則として、８：０
０～１９：００とします。」と回
答がありましたが、「大学の業務
に支障のない時間帯に行うこ
と。」という要求水準から、１
９：００以降もしくは８：００
以前に日常清掃を行うことは事
業者の提案により可能との理解
でよろしいでしょうか。 

よろしい。ただし、大学と協議
を行うものとします。 

365 

（入札説明書等
に関する質問回
答（追加）Ｎｏ．
１４８） 

     

独立採算事業に係るインフィル
整備費の未回収分については
「解除前のスケジュール」がな
いため、協議により金額が算定
された後、直ちに一括でＳＰＣ
に対してお支払い頂けるとの理
解でよろしいでしょうか。 

未回収分の算定及び当該費用の
支払スケジュールについては、
大学と事業者の協議によるもの
とします。 

366 

様式集の損益計
算書について 
（入札説明書等
に関する質問回
答（追加）Ｎｏ．
１５０） 

     

違約金の算定方法は維持管理相
当の「当該年度総額の１００分
の２０に相当する額」とありま
すが、その他の費用を含まず、
消費税を含むとの理解でよろし
いでしょうか。また、消費税を
含む場合、消費税率の変更に伴
う違約金額の変更はないとの理
解でよろしいでしょうか。 

ご質問の前段については、ご理
解のとおりです。 
ご質問の後段については、違約
金を当該年度総額の１００分の
２０に相当する額としているた
め、消費税率の変更に伴い違約
金額も変更するものとします。

367 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（追加）
Ｎｏ．２４４） 

     

セキュリティカードの登録・変
更・抹消・発行の手続きは業務
範囲外と回答がありましたが、
事業者が維持管理業務等におい
てセキュリティカードが必要な

大学と協議のうえ、無償で貸与
するものとします。 



 (４６)

エリアに入室することがあると
思われますが、セキュリティカ
ードは事業者に対して無償で貸
与していただけるのでしょう
か。想定されている貸与枚数を
御教示願います。また、有償の
場合、１枚あたりの費用を御教
示願います。 

368 

質問回答（入札説
明書等に関する
質問回答（追加）
Ｎｏ．２４６） 

     

Ａ棟１階の用務員室以外にも事
業者の提案により、施設管理室
等を使用できるものとする。と
回答がありましたが、現時点で
大学が想定している清掃用資機
材倉庫として使用可能な部屋が
あれば、御提示願います。 

落札者の決定後、大学と選定事
業者とで協議するものとしま
す。 

369 施設内の飲食      

総合研究棟（理系）において、
講義室・会議室等不特定者の利
用がある居室内では施設利用者
の飲食は可能でしょうか。施設
内において利用者が飲食可能な
場所を御教示願います。 

原則として、特段の定めのない
部屋においては、飲食を可能と
しています。 

371 
地下ピットの有
効利用 

     

地下ピットの余剰空間を、たと
えば備品等の置き場として有効
利用することは可能との認識で
よろしいでしょうか。 

床面積の増加につながる提案は
不可とします。 

372 移転業務の体制      

移転業務を共同企業体が担当す
るということで申請、貴大学に
確認いただきましたが、より具
体的には、上記共同企業体から
の再委託により、複数の専門企
業群で実施することを想定して
います。つきましては、全ての
企業が個人情報の取扱いを適切
に行う体制を整備していること
を前提に、プライバシーマーク
はそれらのうちの１社が取得・
保有していればよいとの認識で
よろしいでしょうか。また、Ｌ
Ｐガス車の保有についても、同
様に１社が保有していればよい
との認識でよろしいでしょう
か。 

ご理解のとおりです。 

373 実験台等の仕様      

【資料１０】・２３／２５ペー
ジ・「No３３実験台等」の「○実
験台天板（共通仕様）」には、「も
しくは、～」との記載がある一
方で、１８／２５ページ・「No７
-１実験台・作業台」の「実験台・
作業台（天板）」には、同様の「も
しくは、～」の記載がありませ
ん。（添付ＰＤＦ参照） 
これは、「No３３実験台等」が正
で、「No７-１実験台・作業台」
にも同様の「もしくは、～」が
適用されるとの認識でよろしい
でしょうか。 

ご理解のとおりです。「No３３実
験台等」が正で、「No７-１実験
台・作業台」にも同様の「もし
くは、～」を適用します。 



 (４７)

 


